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( タ ウ ン セ ン タ - イ摩 正 整 備 計 画 の 横 言寸 作 業 構 成

タウ ンセ ンター地 下哩基本設計





1.ガイドライン



マスタープランの修正にあたっては､まず社会状況やニュータウンを取 り巻く状況の

変化を背景に､センター整備の基本的考え方をハード.ソフト両面からガイ ドラインと

して以下のようにまとめ､それをベースに各論の検討を行った｡

1 - 開 発 理 念

(D 多機能複合に基づく広域拠点の形成

港北ニュータウンは,鉄道網や広域幹線道路綿等が近い将来さらに充実することに

より､横浜市中心部だけでなく東京都心部との関係性が強まり､発展性の高い拠点的

地域を形成する可能性が強い｡

また,センタ-地区は商業業務集耕地区として首都圏でも有数の規模を有 している

ことから､横浜市北部の商業核となるだけでなく､首都圏域まで視野に治めた広域対

象の拠点地区の形成を目指す.

広域拠点形成のために､商業施設を中心とした単一機能主体型のセンターでなく､

業務 ･文化 ･住宅等の多様な械髄､大小様々な空間 ･形潜が複合する多頼能複合型の

センターを目指す｡

更に､時代の要請である国際化,情事附ヒ等についても港北ニュータウンの主張すべ

き方向であり､センター形成にあっても積極的に対応する｡

(多 生括 ･文化の情報発信拠点の形成

当センター地区は､良好な住環境のもとに大量に住宅を供給するニュータウン内に

立地するため､業務機能を中心とするMM21地区､新横浜地区とは異なり,あくまで

生晴に根差した人間味豊かなセンターづくりを目指す｡

従来のセンター地区に見られるような､単なる物的消費生滴を支えるためだけの生

汚拠点ではなく､首都圏の中でも文化イメージの非常に高い土地柄や近年の文化教養

志向の高まり等を頗まえ､知的 ･文化的消費を支える生活文化拠点として将来のある

べき生汚文化を提案するような,情報発信性の高い洗練されたセンターを目指す｡
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③ 高度の都心性と自然性を備えたセンターの形成

道路等の都市基盤施設の整備水準や空間の質を高めるとともに､情報系等のソフト

システムを充実し､ハード･ソフト両面でバランスのとれた､全体に整備水準の高い

都心的魅力のあるセンターを目指す｡

更に,グリーンマ トリックスの拠点としての公園､緑地等の豊官な自然環境を積極

的に活用し､都市的アメニティと自然的アメニティの両方を兼ね備えた､これまでの

都心にない､ゆったりとして自然が息づく快適なセンターを目指す｡

④ 個性豊かで自己主張を持つセンターの形成

高水準な都市サービス､計画的施設立地等を通 じて空間､機能等を含めたトータル

な面で他の商業業務地との差別化を追求し､ニュータウン内居住者が誇りに思うよう

な個性豊かなセンターを目指す｡

また､他の広域拠点に対 しセンターの存在を広範にアピールし､広域的な来街着を

吸引するような自己主張をもつセンターを目指す｡



2 _ 地 区 垂左傾 プチ金十

センター地区の都市基盤施設整備に関する基本方針 を示す｡

(D 全体構成の基本方針

センター地区の全体構成の基本方針を以下のように設定する｡

a.第 1.2地区それぞれに特徴を持たせ､相互に補完する一体的な構成 とする○

b.檀.端な.駅前集中型から回遊分散型に再編 し､街の拡がリを確保するC

C. 特徴あるゾーンをつくり､コンプレックス化を図るロ

a.ス トリー ト､核的施設により街の構造を明確にする.

a.第 1I2地区それぞれに特徴を持たせ,相互に補完する一体的な構成とする｡

第 1･2地区の構成は､空間的に分離されたそれぞれの地区の商業業務核として独

自に機能させるのではなく､広域拠点 としてより一層の機能展開を促進するため,各

地区住民の生油を支えるために必要かつ充分な機能をもたせることを前提としつつも､

各々に独 自の特徴をもたせ､相互に機能補完する一体的な構成とするa

なお､ 1･2地区間の地区外部分については,将来的に両地区を連担させる開発が

望まれており､開発に当っては地域の状況を顔まえた上で､センター地区内立地施設

と競合せず､かつセンター地区の開発を補完する施設立地を誘導する｡

b.極端な駅前集中型から回遊分散型に再編 し､街の拡が りを確保する｡

広大な面積 をもつセンター内の特定の部分に賑わいが集中しないよう､街の骨格 と

なる核施設 (核店舗､駐車場等)を適切に分散させるとともに､歩行者ネットワーク

等と有機的に関連付けづけることにより回遊性を確保 し､拡が リのある街を形成する｡

C. 特徴あるゾーンをつくり､コンプ レックス化を図る｡

広大な紙が りをもつセンターが画一的な街にな らないようゾーン毎に個性を積極的

に付与 し､その有機的な組み合せにより全体としてメリハ リのある土地利用構成 とす

る｡

特定の機能に特化するゾーンや多様な用途 ･機能､空間 ･形態が複合するゾーンを

適切に組み合わせ､センター全体としての個性を創出する｡
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4.ス トリー ト､核的施設により街の構造を明確にする｡

ニュータウン内の居住者や来街者にとって親しみやすいセンター地区を実現させる

ためには､利用面や景観面から分か り易い全体構造を実現することが重要である｡

そのため､道路､歩行者専用道路そのものに明確な性格を付与 し､その沿道にも

性格に通 した機能を導入するなど､それぞれに個性のあるス トリー トを形成するとと

もに,人が集まる地点､象徴的な意味をもつ地点､周辺から目立つ地点等､街の拠点

的な性格を有する要所に核的施設を配置する｡

(参 構成要素の基本方針

1)街区構成

施設展開､街並み構成等の基礎となる街区構成の基本方針を以下のように設定する｡

a.部分的に大規模街区を設定する□

b.沿道利用が可能な街区も設定する○

a.部分的に大規模街区を設定する.

近年における商業 ･業務施設開発の傾向の一つとして､大規模複合開発が増えつつ

あるが､現計画では最大の街区でも lha程度であ り,こうした施設開発に対応するこ

とは難 しい状況にある｡このため､部分的に大規模街区を用意 し､施設建設上等に自

由度のある魅力的なセンターを実現する.

b.沿道利用が可能な街区も設定する｡

センター地区外周の幹線道路沿道の街区は､景観上車利用者にとってセンタ-の顔

となる部分であり､利用上もポテンシャルが極めて高いことから､現計画のように沿

道利用を規制 しても､実態的には沿道利用は避けられないと思われるO

むしろ積極的に沿道利用を推進し､革利用者を吸引する方が､センターにとってメ

リットが大きいと考えられる. また､センターイメージ､景観上も､長大な法面が連

続するよりも施設が顔 を出す方が望ましいと考えるO

このため､地区外周の街区については沿道利用が可能なよう考慮する｡
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C.多様な街区を設定する.

上記以外の一般街区についても､大小様々な規模の街区や歩行者専用道路だけでな

く一般道路からの利用が可能な街区等､多様な街区を用意する｡これにより､空間上､

利用上も多様な顔を持つセンターを実現する｡

ll)交通計画

交通計画の基本方針を以下のように設定する.

a.道路ネットワーク等を再編し､車利用への積極的対応を図るO

b.歩車完全立体分離等を見直し､変化に富んだ快適な歩行者空間を実現する.

a.道路ネットワーク等を再編 し､車利用への積極的対応を図る｡

来街着のうち車利用者の割合が最も多く全体の約 6割を占めると推定されており､

センター自体が成立するためにもより広域圏からの車利用の来街着を積極的に吸引す

ることが重要である｡しかし､現計画のままでは周辺幹線道路からのアクセスが限定

されているなど車利用への対応は必ずしも充分とは言えない｡

このため､周辺幹線道路からの動緑を確保するとともに､センター内でのネットワー

クを再編 し段階構成を明確にする等の対応を図り､車による来街着がスムーズかつ快

適にセンターを利用できるようにするD

b.歩革完全立体分離等を見直し,変化に富んだ快適な歩行者空間を実現する

● 歩者完全立体分離を見直す

現計画のような歩行者動線と車動線の完全立体分離は､歩行者の安全性､歩行者

空間の快適性を目指して計画されている. しかし､社会情勢の変化､それに伴う街

のあり方の変化から以下のような問題が指摘される｡

･不自然な坂道を続出させるなど､歩行者 (特に老人､身障者等)にとって必ずし

も便利とは言えない｡

･無理な立体交差により宅地内に過大な法面が発生し､隣接する敷地利用 ･建物利

用に与える影響が大きい.

･既存の繁華街でも車のある風景が一つの汚気を醸し出しているように､利用上の

安全性や利便性等を充分配慮すれば､歩行者専用道路に限定せずとも､より変化

に富んだ快適な空間づくりが可能と考えられるO

以上のことから､センター地区全体の骨格となる重要な歩行者動線については､

現計画の考え方を踏襲して完全立体分離を図るが､その他の歩行者動線については

歩行者専用道路という形態にこだわらず､車動線と融合させるなど柔軟に対応し､

歩行者にとって分かり易くかつ快適に利用できるようネットワークを再編強化する｡

C.駐車場を大量に確保し､適正に酉己置する

歩行者だけでなく革利用者への対応も重視したセンターを形成するために,新と同

様に人が集まる拠点として駐車場を位置付け､相当程度の駐車場容量を確保するとと

もに､道路 ･歩行者専用道路ネットワークと関連付けた適切な位置に配置する｡

なお､駐車場用地は,駐車場経常を配慮 して確保する｡

皿)景観計画

景観計画の基本方針を以下のように設定する｡

a.シンボル空間を積極的に創出する.

b.景観指針を作成する○

シンボル空間を積極的に創出する

センター全体を印象的なものとし､随所に発見のある楽 しい景観を形成するために､

シンボル空間の創出やランドマーク､モニュメント等を積極的に設置していく｡

b.景観指針を作成する

全体として統一性のある良好な景観を実現させるために､景観形成に関する指針を

設け､指針に沿った景観形成を図る｡

■｣







具体例として､たとえば以下のような住宅が想定される｡

例) ･施設付帯型高付加価値住宅 (カルチャー ･スポーツ施設等)

･ソフトサービス付き住宅 (ホテルサービス､各種情報サービス付き等)

･単身者､長期滞在者向け住宅

･ア トリエ付き住宅､仕事場付き住宅

･高齢者向け住宅

● 文化,アミューズメン ト系機能

文化､アミュ-ズメント系機能はセンターを成立させるために必要不可欠な機能で

あるとともに､開発理念で掲げた生括 ･文化の情報発信拠点を形成するために､積極

的に導入する｡

なお､現時点において､｡ニュータウンを含む横浜市北部地域には都市型文化施設

が殆どなく､またスポーツ防連施設も全般的に不足しているため､広域拠点づくりの

必要条件として強く要請されていると考えられる｡

具体例として,たとえば以下のような施設が想定される.

例) 市民ホール､博物館､美術館､図書館､シアター､文化センター,高等教育施設

カルチャースクール､スタジオ､インドア型のレジャー施設等であり､そのどれ

もがセンターには必要である｡

以上のうち幾つかは公共側で整備することが望まれ､歴史博物館以外の施設につ

いてもスケジュールに早く乗せる必要がある｡

● 市民サービス施設

ニュータウン内居住者及び周辺地域住民への市民サービス等を充実するために欠か

せないし,センターイメージを確保するためにも早期立地が望まれる｡

具体例として､例えば以下のような施設が想定される｡

例) 区役所､警察署､郵便局､消防所､保健所､法務局出張所､東京電力営業所､東

京ガスサービスステーション､NTTサービスセンター､病院等

核施設については､当然関係機関での意志決定が必要であり､今後は､その足場づ

くりを行っていく必要がある.

lil-

● コンベンション､イベント系施設

街を惰性化させるとともに､特徴あるセンターづくりを実現するため積極的に導入

する｡

なお､ニュータウンの立地からみて.大規模なコンベンションシ施設ではなく､コ

ミュニティ型ホテル､公共ホール等を措用していく｡

イベント空間は建築物として別途整備するのでなく､基本的には広場､ストリート

等の外部空間や公共ホールで対応するo

● 宿泊系施設

ニュータウン内及びセンター内での研究系､オフィス系施設の立地が進めば､当然

宿泊施設の需要が高まると思われるが､単なる宿泊機能主体のホテルではなく,地域

住民を対象としたレス トラン ･宴会 ･集会場に主力を置いたコミュニティ型ホテルが

望まれるo

参考事例としては､以下のようなホテルが挙げられる｡

吉祥寺第一ホテル,厚木ロイヤルパークホテル､ホテルサンガーデンららぽーと等



4 . 万包設 ≡監 欄 プチ兼

施設整備方策に係わる基本方針を以下のように設定する｡

(D 開発 ･整備の考え方

センター地区整備において最も重要である民有地の開発や計画的な施設建設に関す

る基本方針を以下のように設定するO

a.規制 .誘導方策を確立する.

b.民地開発を適切にとりまとめていく.

C.計画建設用地を中心に先導的に施設建設を行う.

a.規制 ･誘導方策の確立

現計画における申し出条件と密接に関連した r街づくり協定｣に代わる､新たな規

制 ･誘導方策を以下のように設定する｡

● まちづくり若草の設定

民間開発を計画的に誘導する方策の一つとして､実現目標の大筋の考え方を明らか

にして地権者間に共通の認識を青成 し､混乱を避けることが有効と思われる｡

これを実現する方策として ｢地区計画｣や各種の ｢協定｣､さらにはこれらを総括

的にまとめあげる rまちづくり薮章｣をまちづくりの方針として早期に設定する.

● 計画調整機関の設置

施設建設が長期に亘って計画的にバランス良く行われるよう計画 ･調挺する第三者

的組織として ｢計画謝整機関｣を設置する｡

この計画説整機関は地権者の代表 ･市 ･公団及び､学識経験者等によって構成する｡

E 二民地開発の適切なと｡まとめ F

● 多数の参加による地権者組織の形成

計画的な市街地形成､センター全体の共存共栄を図るため､できるだけ多くの地権

者が参加する組織を形成する｡
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● 共同化前提ブロックの設定

タウンセンター地区には大型店舗や大規模複合施設の立地が想定されるが､計画建

設用地だけでなく､民有地においても一定程度の大規模施設が立地可能な用地を当初

段階から計画的に設定しておく必要があるQ

民有地での大規模街区は少なからず複数の画地の共同化を前提として形成されるた

め､設定に当っては地権者の意向別により調整し,共同化前提ブロックを計画する.

このことは､企画提案募集の関連からみても有効と思われる｡

● 共同利用促進のための地権者のとりまとめ

民有地内の画地は比較的小規模なものが多く､施設建設も′J､規模なものが多くなる

と想定される｡民間の小規模施設は個性的で魅力ある施設が期待される反面､ペンシ

ルビル等の乱立も想定されるなど､必ずしもセンター地区全体で整合した施設建設が

なされるとは限らない｡

このため､計画的に見て一定程度の共同化が望ましい敷地については､事前に地権

者をとりまとめ､計画的誘導による共同利用を促進するD

● 民間ディベロッパーの適切な参画

民有地の開発に民間ディベロッパーが参画することは充分予想されるが､できる限

りマスタープランの意に沿ったディベロッパーの参入を図り､地権者と一体となった

施設整備を実現する.

C.計画建設用地を中心に先導的に施設建設を行う｡

土地所有の主体が多くしかもセンター形成が長期に亘るため､全体的に整合のとれ

たセンターとするためには､それぞれの主体が互いに協力し-質した方針をもってセ

ンター全体を総合的 ･計画的に開発 していくことが必要である｡特に､計画建設用地

を中心に先導的に施設建設を行っていくことは､まちづくりをリードしていくために

も重要である.

そのための建設主体として､市､公団が主体となった第 3セクター等を括用してい

く｡



d.公益施設の早期整備

タウンセンターには各種の公益施設が計画されているが､計画建設用地での施設と

同様に､まちづくりを主体的に誘導していく重要な要素であるため､センター全体の

中で位置付けられた適切な整備を図るとともに早期整備を図り､センターの汚性化を

促す｡

(診 段階整備計画

a.計画的整備を段階的に行う.

計画的整備を段階的に行う

センター地区の開発は民地を主体として長期間に亘って連続的に行われていくもの

であるが､一方で､街づくりの核となる或いはセンター地区活性化のキャスティング

ボードとなる様々な計画的施設も時宜を得て適宜建設していくことが必要とされる｡

このため､センター地区形成を発展的に捉え､ニュータウン全体の発展状況に対応

しながら段階的に､かつ集約的に計画的施設を建設する｡

b.初期段階において計画的な集約開発を行う

初期段階はセンター聞きの段階であり,センタ-地区の存在を対外的に示し,以降

の開発に強いインパクトを与えるために最も重要な段階であると言える｡

従って､単に商業系施設だけでセンター開きを行うのではなく､当初からセンター

の整備目標である多枚能複合化を実現させるために､業務施設､公益施設､文化 .ア

ミューズメント施設等を複数立地させ､早期に将来の姿がイメージできるものをつく

り上げていく.

そのためには､計画建設用地及び共同化ブロックの双方の活用が必要とされる｡
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また､長期に亘るセンター形成にあっては､必然的に当面利用しない未利用地が発

生するが.そのまま放置するのでなく､暫定的施設を建設するなど積極的に活用して

いく｡このことがセンター地区全体のイメージアップや早期汚性化のために有効な手

立てとなると思われる｡

なお､暫定施設については必ずしも仮設的な建築物をイメージするのではなく.空

地系 ･建物系ともに短期 ･長期に様々に括用できる施設の立地を囲っていく｡





2.修正計画の基本的考え方



2 - 1 1摩 正 基 本 プチ垂十へ の 対 応

1.宰対応道路ネッ トワークの強化の必要性

①都市計画道路へのアクセス強化

単にニュータウンのセンターでなく､広域拠点を形成 していくためには､革利用

者への積極的な対応が必要になるが､センター内へのアプロ-チ道路が限定されて

いるため,特にアッパータウンなど､交通処理上一部道路への集中が予想される｡

(診センター内での移動利便性の強化

センター内で東西方向の連絡道路が少なく (第 1地区ダウンタウンにはない)､

また全体的に道路密度が粗いことから､革での地区内移動が制限され､車利用者へ

の十分な対応が行いにくい｡

また､巌車場間の明確なアクセスルー トがないため､ネッ トワーク化が難 しい｡

(参わかりやすい道路構成

センターの道路パターンが一般住宅地と同様に通過交通を排除するループ状で構

成されており,またそのループが概 して大きいため､進入しにくく分か りにくい道

路パターンになっているD

このため,センター内での道路の性格や全体構成を明確にし､不特定多数の者が

来街 Lやすいものとする必要がある｡

2.大規模施設立地の必要性

現計画はブロック毎に個別施設の立地を想定 しており､画地規模が若干小さいため､

フルラインデパー ト等の大型施設の立地が難 しい｡

また､近年の商業開発はよりトータルな開発を目指す方向にあ り､様々な機能を複

合立地させ,消費者に豊かな時間や空間を提供する大規模複合開発が主流となってい

る｡従って､こうした傾向に対応 した街区計画としておくことが必要とされる｡

3.計画的な駐車場確保の必要性

本センターのような立地環境にあっては､駐車場の大量確保が必要不可欠であるが､

現マスタープランにおける駐車場の位置付けは若干弱 くなっている.このようなこと

から､巌草場計画をより明確化 し､計画的に大量の鹿茸場の確保を目指す必要がある.
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4.歩行者専用道路と道路 との空間構成上の課題

①歩辛立体分離の見直 し

歩革の立体分離を実現するために､歩専道に長大なスロープや急勾配 (12ズ等)の

箇所が出現 しているところがあり､歩行者に負担を強いる結果 となっている｡

また､隣接するブロックの規模に関係なく立体分離を行っている結果､宅地側に

必要以上の法を負わせている部分がある｡

従って､歩辛分離については,歩専道や道路のグレー ド,周辺ブロック形状等を

勘案 し､必要な箇所に限って対応 していくことが望 まれる｡

(参変化に富んだ歩行者空間の実現

センター内の歩行者空間として,現計画は歩行者専用道路で確保 しているが､73

ha全体に歩専道でネットワークすることは､かえって画一的な空間が連続すること

にもなる｡利用上の安全性や利便性を十分に考慮した上で､場面による歩行者空間

の使い分けを行っていくことが､センター地区形成上有効と考えられるD

(参考)大規模商業施設の敷地規模

敷地規模(rrf) 駐 車 場

多摩センター百貨店ブロック 13,700 敷地内800台,平面分離

筑波研学都市クレオ 15,816 敷地外

たまプラ-ザ東急 12,650 敷地内260台,地下駐車場

玉川高島屋 29,000 既成4ブロックを連結 し1,000台

つかしん 59,400 敷地内1,000台,地下駐車場





2-3具
体のイ摩正プチ垂十

1
.
車対応の道路ネットワークの強化

(D都市計画道路からセンター内へのアプローチ道路を増設する.

(診東西間の連絡道路を増設する
｡

③道路の段階構成を明確にする
｡

1)幹緑道路(周辺等の都市計画道路)-幅員28m,
22m,
20m

2)補助幹線道路一一一一一一一一一一一幅員20m

3)区画道路--一一一一一--1一一一幅員14m

4)シンボル道路一一1--------幅員22m,16m

5)歩革融合道路一一-----I---幅員12m

6)歩行者専用道路
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2.大規模施設立地への対応

①1･2地区それぞれ2ヶ所､大規模核的複合施設の立地を目的とした大親模街区を

確保する｡

なお､その内1ヶ所は計画建設用地 (公団用地)とし,他方は民有地とする｡

②大規模核的複合施設街区は､回遊性を創出するために､それぞれの地区内で分散配

置させる｡



3.駐車場の計画的確保

①公共と民間の分担を明確にしながら､駐車場を大量に確保する｡

以下のような駐車場の設置計画によって合計4,000台を確保する｡

･駅前広等地下駐車場---2ヶ所×各500台-1,000台

･その他公的駐車場一一一一3ヶ所 -1.000台

･核的複合施設巌革場一一一4ヶ所×各500台-2,000台

②各製革場を道路ネットワークと関連付け､適正な位置に配置する.

【駐車場酉己置計画】
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4.歩きやすく,くつろげる快適な歩行者空間の形成

①現計画と同様､都市計画道路と歩行者専用道蕗､及び地区内の骨格となる主要な歩

行者専用道路と地区内道路とは立体分離を原則とするが,一般の歩行者専用道路等

と地区内道路とは平面交差とする｡

これにより､歩行者の負担を少なくするとともに､過大な法面も解消していくO

②様々な歩行者空間を創出する.

･歩革融合道路 (ex.横浜元町通 り 等)

･広幅貝のブールバール (ex.慮宿表参道,シャンゼリゼ通 り 等)

･広易 .ポケットパーク (街角広場 等)等

I /-＼ ノ!l li＼l【 日ド【 I .ほ1ラ,】.hfi皿三甲...F.閉ま1昏r(JfJl

_iとi一>-◆
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3.基盤施設整備計画





:3 - 1 ヨ空路 計 画

1.計画の主要なポイン ト

現計画の基本的考え方は袴襲 しつつも､車利用への対応を十分に図るため､道路構

成等のあるべき方向について,以下のように計画する.

(1)計画の基本的考え方

(D段階構成を明確にする

車利用者にとって利用 し易く､かつ分かり易い構成とするため,センター内は以

下の 6段階の道路により構成する.

1)幹縛道路一一1--都市計画決定されている4車線以上の道路.

(中山 北山EEl線､佐江戸 北山田紋､新羽 荏EEl線､牛久保 中川紋､駅前

停車場株)

2)補助幹線道路一一一束街着,デ リバ リー等の全ての革動糸削こ対応するセンター

内の骨格的な道路｡

3)区画道路一一一一一主に沿道施設の利用,デリバリーのための道路0

4)シンボル道路一一一歩行者の骨格動線,センターの景観軸として機能する道路｡

革の進入を時間規制等により制限する.

5)歩草融合道路一一一主に歩行者空間として機能する道路｡

車の進入を時間規制等により制限するq

6)歩行者専用道路一一既に都市計画決定されている部分､及びセンター内の歩行

者回遊動線 として必要な道路｡

(参多様な歩行者空間を形成する

現計画のような歩行者専用道路主体の構成でなく､歩等道のシンボル道路化､歩

革融合道路の導入等により､多様な歩行者空間を形成 し,幹線系の歩行者専用道路

とともに､センター内の歩行者系ネットワークを構成する｡

- 2 5 -

(参一般道路における歩行者系機能の充実を図る

従来､最小限の歩道幅員 しか確保 していなかったものを見直し､

1)幹線道路については､歩道幅員を3.0mに拡幅する｡

2)全ての道路に植栽帯を設麿する.

3)道路の段階構成を､植栽等により視覚的な明解さにおいても追求する｡

等を行う｡

①路上停車に計画的に対処する

交通渋滞の少ない､車利用者にとって快適なセンターを実現するために､サービ

ス車の停車や駐車場への待ち行列など､予想される停車に計画的に対応するため必

要な道路に停革帯を設ける｡

(2)具体の断面構成

道路種別 幹 線 道 路 補 助幹線道路 区画道路 道路(A) シンボル道路(ち) 歩 車融合道路中北.佐北 新荏一年中 停車場扱

道路 区分 4種1級 4種2級 4種2級 4種3枚 4種3級 4種3故 4種4級 4種4級

幅 員(m) 28 20 22 20 14 22 16 12

車 線 数 6 4 4 2 2 2 1 1

車道幅員(m) 3.25 3.0 3.25 3.0 3.0 3.0 4.0--6.0 4.0.--6.0

2.0 2.5 2.0 3.0 1.5 5.0 10.0-12.0 6.0--8.0

植 樹帯(m) 1.0 1.0 1.5 1.0 2.5

停 車帯(m) - 2.5 1.5 -



｢■
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2.個別道路の構成内容

(1)補助幹線道路

(D基本的性格

【車動線】

･センターを囲む都市計画道路からセンター内へアプローチする道路であり､セ

ンター内の自動車交通の大動脈として機能する｡

･センター内自動車交通の集散機能を受け持つとともに,計画集合駐車場へのア

プローチ道路としての性格を持つ｡

･車利用による来街者にとっての玄関口でもあり､景観性の高い道路とする必要

がある.

【歩行者動線】

･主に沿道施設へのアプローチ動緑である｡

･沿道に大規模核的複合施設や集合巌車場が立地し､相当量の歩行者交通量が見

込まれる｡

(参計画

【道路区分】

a)種 ･級一一一一一4種 3級

牛久保 ･中川線,新羽 ･荏田線が4種2級であることにより､1ランク下の

道路として位置付ける｡

b)設計速度----3O hm/h

【構成】

a)総 幅 員一一一一20.Om

b)草 道一一一一両方向 1車線 (3.0m)

C)停 革 帯一一一一2.5m

計画集合駐車場へのアプローチ道路であるとともに､沿道には大規模な施

設の立地が見込まれ､それらの待ち行列を吸収し交通に支障をきたさぬこ

とも考慮し､2.5mの幅員とする｡

d)歩 道--一一3.0m

歩道幅貝は､沿道には大規模核的複合施設や集合駐車場が立地し､相当量

の歩行者交通量が見込まれることにより3.0mとする｡

e)植 樹 帯一一一一1.5m

景観性の高い道路として演出するため､高･中木対応の1.5mとする｡

■断面構成

3.0 1.52.5 l



(2)区画道路

①基本的性格

【草動緑】

･沿道施設へのサービス機能が中心となり､交通量はあまり多 くない.

【歩行者動線】

･主に､沿道施設へのアプロ-チ動線であるD

･沿道は小規模な施設が比較的多 く､交通量はあまり多 くない.

(参計画

【道路区分】

a)種 ･級一一一一一4種 3級

b)設計速度一一一-130km/h

【構成】

a)総 幅 員一一一一一14.Om

b)車 道一一一一一両方向 1車線 (3.0m)

C)停 車 帯一一一一一1.5m

車両交通量が少ないこともあり､停革帯は1.5mとする｡

d)歩 道一一一一一 1.5m

歩行者交通量が少ないこともあ り､歩道は1.5mとする｡

e)植 樹 帯一一一一一 1. 0m

補助幹線道路との段間性を明確にするため,補助幹線道路の1.5mに対 して､

中･低木対応の1.0mとする｡
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(3)シンボル道路A

①基本的性格

･沿道には大規模核的複合施設が立地し､センター内の来街者の大動脈 となる都市

軸の一翼 を担うメインス トリー トである｡

･広域的には､グリ-ンマ トリックスの一部を担うニュータウン全体の主要な歩行

者動線 ･景観軸であるO

･単なる交通機能だけでなく､商業機能 ･レクリェーシヨン機能 ･コミュニティ機

能 (散策,頼 り 等)等も担 う空間であるC

【車動線】

･沿道施設へのサービス機能が中心とな り､交通量はあまり多くない｡

【歩行者動線】

･都市軸として､沿道には大規模核的複合施設が立地 し､相当量の歩行者交通量

が見込まれる｡

(参計画

〔道路区分】

a)種 ･ 級 一一一一一4種 3級

b)設計速度 一一一一一30km/h

【構成】

a)総 幅 員一一一一一22.0m

沿道の大規模な施設と一体となり､センター全体を象徴するシンボルス ト

リー トとして仕立てるため､広幅員の道路とする｡

b)草 道 一一一一一両方向 1車線 (3.5m)

C)停 革 帯 一一一一一なし

歩行者主体の道路であり､停革帯は設けないQ
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d)歩 道一一一一一5.0m

歩道幅員は広幅貝とし､歩行者の軸緑 としての機能を十分に確保するとと

もに,シンボル性 を強調する｡

e)植 樹 帯 一一一一一2.5m

センターを象徴 し､グリーンマ トリックスを実現するために高木が植えら

れるように､標準以上の 2.5mを確保する｡

【時間規制等 (秦)】

a)平日

･特に規制はしない｡

･一般車両 も通行可能とする｡

b)土曜日 ･休日

･緊急 自動車は通行可O

･午前6:00-10:00のみ､デ リバ リー車に限 り通行を認める等の規制を行い､

歩行者空間としての機能を果すD

■断面構成

一一一一一■■･.■■一･･･一■■■■｢一一一一･一一



(4)シンボル道路B

①基本的性格

･新と集客力の高い市民ホールや体育館を結ぶ､ダウンタウンを特徴付ける道路で

あり.都市軸の一部にあたっている｡

･沿道には大規模核的複合施設が立地しないことから､センター全体としてみると､

シンボル道路Aの 1ランク下の道路として位置付ける｡

【車動線】

･沿道施設へのサービス横能が中心となり,交通量はあまり多くないB

【歩行者動緑】

･沿道は比較的小規模な施設が主体となるが､都市軸として市民ホール ･体育館

への相当量の歩行者交通量が見込まれる｡

②計画

【道路区分】

a)種 ･級一一一一一4種4級

b)設計速度一一一一一20km/h

【構成】

a)総 幅 員一一一一-16.0m

沿道 (容額率600%)の建物が6階建 (約20m)程度を想定し､圧迫感の少

ない空間形成を目指 した幅員とする.

b)車 道一一一一一一方通行 1車線 (5.0m程度)

C)停 革 帯一一一一一なし

原則としてデリバリー革程度の通行となるため､停革帯を設ける必要はな

いが､草道屈曲部等に部分的にデ リバリー用の駐停車スペースを確保する

ことが考えられるDまた､華道部をS字もしくはクランクに屈曲させ､変

化やゆとりのある空間を生み出すことが考えられる｡

d･e)歩道 ･植樹帯一一11.0m

･歩道と植樹帯で全体として11.0m確保するq

･植栽は帯状に施 し､センターにおけるシンボル性を創出する.
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f)断面形状一一一一一単断面

･華道部と歩道部は段差を設けず､①舗装材の相違,②路面模様の相違,

③純歩道と車道の境界の白緑化 等､視覚的に通行区分を設けるか､設け

る場合も最小限の段差とし､歩行者空間としての一体感を生み出す｡

･境界部には､①植栽,②街灯,③ス トリートプアニチユア,①車止め 等

の設置により､車両の進入を禁止する｡

【時間規制等 (案)】

a)車両規制

･休日 ･平日の区別なく､緊急自動車以外の通行可能時間帯は午前6:00-

10:00のみとする,等の規制を行い､歩行者空間としての機能を果す｡

b)速度規制

法的規制に加え､車道部の屈曲やハンプの設置により､物理的に速度を規制

する｡
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3 - 2 歩 行 者 系 ネ コ′ ト ワ - ク

1.計画の基本的考え方

歩行者専用道路を含めた中での歩行者動線のネットワークは､次のような基本的考え

方で計画する｡

(1)現計画における基本的考え方の踏襲

(D都市計画決定部分は､原則として変更しない｡

■.与1一tーし .'.3-≡.;LIH/7,'i-zBBt.+
++- I

戒だr儲 -一喝 i

I.ヽ:.-■堅腰 註 竺謝 EiLl-,;I

②現計画における歩行者専用道路部分は､修正計画においても ｢都市軸｣ r回遊軸｣

として位置付け､歩行者系のネットワークを園る｡

'3.-糊 へ 〆 僻 -蘇芸:■竺''東 ,Sdi_T-I:I..倣 ~-.起 プ'.＼.戯 p

･野-- ,f' /∫ーl亡) 観 ′級1

ーThLL'-I:i1-喜'tL;蛋--Fig.:垂 覇 ~撃 貰 ,J.;醍

≦教 範 斬 ..fL;.I-.I::;二J:-謂 -羅 ≡ 蒲 郡 琵 p
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@地下鉄 3号線と4号緑の間に設けられ､1･2地区を結ぶ歩行者用通路 ｢ショッピ

ングコリダー｣は､当面は整備対象としないが､将来の対応が可能なようにその用

地 (空間)はリザーブしておく｡

+-1将来的には､1･2地区間の開発整備に際して非常に重要な要素となる｡

●-2現段階においては､用地そのものが確保されている訳ではなく､ 3 ･4号

線の間の空間を確保することが重要である.

(2)多様な歩行者空間を形成する｡

現計画のような歩行者専用道路による画一的なネットワークの考え方を改め､シン

ボル道路,歩車融合道路等多様な歩行者空間を形成する.

また､計画が捉保できる大規模街区にあっては､宅地内ベデを設け建築と一体化し

た歩行者空間を形成する｡

(3)一般道路部における歩行者系機能の充実を図る.

1)幹線道路における歩行者系機能を見直し,歩道幅具を3.0mに拡幅する｡

2)緑豊かでゆったりした歩行者空間を形成するために､全ての道路に植栽を施す.

(4)歩行者専用道路幅具を見直す

l)必要以上の広幅具による沿道宅地の隔絶という弊害を考慮し､歩行者専用道路の幅

員を適正な規模に修正する｡

2)地下鉄 3号緑と4号緑の間にあるショッピングコリダーの幅員は 1･2地区同一の

幅員とする.

-L
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⊂参 考 資 料 コ

1.道路幅貞等による容礁制限等の影響

道路計画修正後の道路幅員等と法定容積の制限の関係は､建築基準法上次のように

整理されるC

①前面道路幅員による容積率制限 (法52条第一項)

･法定容積率600%まで建築可能にするためには､前面道路幅負は10m以上必要であ

る｡

書 法52条第-項 .容稚率-前面道路幅貞×6/10

②道路斜縛制限 (法56粂第一項 1号)

･沿道に面する部分の建物高さ (階数)の限度は以下の通 りであるQ

道路幅員 8m 10m 12m 15m

建物高さ 12m 15m 18m 22.5m

*1､2階部分を4m､3階以上を3mとし､階数を想定した｡

･沿道敷地規模等もあり一概には言えないが､都心型のショッピングモールづくり

を目指すのであれば最低でも4-5階程度は建築可能な幅鼻とすべきである.

2.ショッピングモール事例

名 称 幅 員 (m) 延 長(m) 用途 .容税 沿道建物階数 D/H

渋谷センター街 10 160 商業､80/800 3-5階主体 1:1.5

元 町 通 り ll.5(歩3.0) 600 〝 ､80/500 3-4階主体 1:1.5

八王子北口SM 12.0 500

イセサキモール 15 400 〝 ､80/700 3-5階主体 1:1以

銀 座 並 木 通 り 15 (歩3.5) 1,000 〝 ､80/800 7-9階主体 1:1.6

紅谷パルロー ド 15 175 3-4階主体 1ニ1以

横 浜 馬 車 道 16 (歩4.5) 400 〝 ､80/700 4-5､8時主体 1:1以

渋 谷 公 園通 り 20 (歩4.0) 700 〝 ､80/700 7-9階主体 1:1以

東 急 本 店 通 り 20 (歩4.0) 700 〝 ､80/700 5-8階主体 1:1.2

*D/H 連絡将兵 (D)と建物の高さ (H)との関係を分析した.一般的に､1 0.3-1が適度に囲まれた空

間で快適に感じられt1:2を超えると極度に開封的な空間に感じられると言われている｡



2.立体処理部の計画

(1)立体処理にかかる基本的考え方

①計画位置

次々頁図に示す第 1地区 :7ヶ所,第 2地区 :15ヶ所の合計22ヶ所の立体処理部に

ついて､立体処理にかかる基本的考え方,処理方式,敷地形状等を計画する｡

(参基本的考え方

･現計画では､立体処理部の斜路は最大12.0%の勾配を前提としているが､修正計

画では､老人,身障者等の利用を考慮 し､最大6.7%ないし8.0%の勾配とする｡

･斜路の設計は,身障者の利用が想定される部分については全て身障者対応の設計

指針 (横浜市)によるべきであるが､1)公共用地の増大 (減歩率の増加)2)街並

み景親との調和等を考慮して､ ｢都市軸｣と r回遊軸｣によってその扱いを異な

るものとする｡

【都市軸】

･車椅子､自転革 ･乳母車等の利用も想定し､勾配6.7%のスロ-プと階段をセッ

トで設ける｡

書-1ただし､駅舎に隣接する部分は､宅盤設定上高低差が大きく､利用者の

負担が大きいばかりでなく､物理的にも長大なスロープとなるため､駅

舎内のEV,エスカレータ等により身障者用の動素削ま確保されることと

し､スロープは設けず､階段のみとする.

■-2UTとDTの境界部分については自転車利用は考えず､階段のみとする｡

･シンボルロー ドの起,*点等の景観ポイントとなる部分については,景観デザイ

ン等に充分考慮 した構成とする｡

【回速軸】

･乳母車 ･自転車等の利用を想定 し勾配8.0%のスロープと階段をセットで設ける｡

【共通】

･都計道に関わる部分については､都計道上部の動線とは別に都計道 レベルから

の動線も確保する｡

-38-

･バス停周 りのスロープ構成は,第 2地区新羽 ･荏田緑沿いの既存スロープ構成

に合わせ､道路に沿わせる構成とする｡

ト 1なお､バス停周辺の賑わい性確保や沿道敷地の使い勝手を考慮し､道路

と直角方向にスロープを構成する案も考えられることから､別途検討し

ておく｡

③技術基準等について

1)斜路勾百己等一一 r福祉の都市萩境づくりマニュアル｣ (横浜市)*A

r立体横断施設技術基軌 (建設省)暮B

r道路構造令｣★C

2)階段等--一一 r横浜市北部新都市第一地区及び第二地区土地区画整理事業道糸設計指針｣*D

(住宅･都市整備公団 港北開発局)

(む基本寸法

【スロープ】

a)幅員一一一 [都市軸] :設計寸法 2.500mm*B
[その他] :同上*B

(車椅子及び自転車のすれ違いを考慮 して､内法 2,000mmに設定)

[幅員】



b)勾配一一一 [都市軸] :6.7% (1/15)

･ただし､高低差750mm毎に1,500mm以上の水平面 (踊葛)を設け

る｡

また､始終点にも1,500mm以上の水平面を設ける｡ *A

[その他] :8.0% *C

(水平面の設置については特に規定がない｡)

[勾配】

C)建築限界-全幅員に対して高さ2.5m以上確保する｡*C

【階段】

a)幅員一一一2,000mm以上 *D

b)蹴上げ一一150mm

摺み面--300mm*D

c)踊場--一高さ3,000mm以内に1,500mm以上の踊場を設ける｡

7,000mmを超える場合には3,000mm以内毎に1,500mm,3,000mm以上の踊

場を交互に設けるO *D

【歩行者通路】

a)幅員1--スロープ同様2,000mm以上 *B

b)勾酉己一一一8%以下*C

一39-

[建築限界] [蹴上げ,踏み面]

【橋梁】

･基本的には現実の幅員を踏襲するが,部分的に修正を加えるものとするO

【管理車両等の進入路】 (図参照)

a川音員一一一4,000mm *C(4種4級を想定)

b)勾配一一一12%*C(小区間に限定)



箇所 項 目 箇所 項 目
A.0% 6.7% EV 階段 珠や 8.0%6.7%EV階段埋草

藩 ≡f==. ● Lp二..i M ● ○

D_.._ P_;:: ● 0 ● ○
-.-EJ:≡≡: ■~=;こ.-≡- P ●
ど._ b .=.■; ● ~ Q●
G ● R ●
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I● .TL ..■b言 ･●ナ■
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検討箇所 性 格 . 役 割 検 討 内 容 . 留 意 点 評 価 等

2也区 ∫ ･商状南口から挽 くシンボルロードと地区外を括ぷ主要動堤である.

(都市軸) ･核的複合施設の南西端部に位置 しておりtブリッジとの連絡に留

志 した歩行者溜 り.踊場の位正と高さを設定する.

tt

L

･行政関連施設ゾ-ンヘ管理車両用の進入路を設ける.

M ･南口から捻合公園に至る動技である.

･プリ.yジは､管理車両の通行を想定 している.

N *現実 :同上

く:> ･北口から総合公園に至る動蚊である, ･同上 (*同上 ) *現実 :同上 (管理車両用アプロ-チ連絡併設)

P

Q ･パスffを*し_駅北口と西dr/-ンをつなぐ括帝都である. +現実 :宅盤で受ける稚成となっているためー階段のみ設正.

パス拝価は､中 一北姓に平行 して12%勾配のスロープを設3E

氏 ･高速3号枚と耕浜4号枚の高架に挟まれた部分である. +現実 :ブリッジ相成 トなっており.連梅Bgに降りる階段のみ設aE.

S ･南口から西庸t/-ンに至る主要歩行者動線の結節部である.･核的複合施設 .捻合公園 .行政関連施設等の利用者で鷹わう. ･階段のみ設ける. (♯同上 ) *現実 :都計逆へ降りる階段のみの設正.

T *現実 :宅盤で受ける捕成となってお りーぺデ内に12%勾配のデッキ

を神威するとともに､別途､道路価に降 りる階段を設置.

Lシンボルロー ド側からのアイス トty7'にあ り.*叔上重要な位置に L自転車,車椅子等は､駅舎内,代替ル-トにより対応可能である.

ある.
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検討箇所 性 格 . 役 割 評 価 等

:2 U ･叔広と南口を括ぶ枯野部である. ･階段のみ検討する. +現実 :駅前ff車場撮､駅前広場へ降 りる階段のみ設置.

地区 ･高低差が14mとセンタ-地区長大である. (都市帖 ) ･駅広側では､施設の2倍レベルとの関係性に留意 した蹄場の高さ

等を設定する. 可能である.
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3.個別立体処理部の計画

A '座 史博物虎と市民ホールを結ぶ動線 (コリダー部分)

廿 王F糾'7L-､■.--畠 _ スti.チ ,a高架下は i.逃三 p_過

1 二 三三 t-:-a;I:二 三慧 る.

鰍72.. (地下鉄3号操の設計寸法を前蛙とした牛舎)

歴史fS物館

こ こ - 皐 一一

B l3方からの動線の交差部 (駅前広場,市民ホ-ル,地下鉄改札口)
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Elゲー トと見晴らしテラスの設置 (センター地区内壊高地点)
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J lシンボル道路からセンター地区外に 至 る メ イ ン の 動 線

A- l:T-- 笹 -.ふ一ij p + 核的複合施設 【代替案 :施設内デッキ案】支柱恐定位巴∴ .
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■第2地区造成計画図







■付置義務駐車台数 (台)

地区施設 第 1地区付置義務駐車台数 付置鮎 墓室台数合 計 除住宅系 合 計 除住宅系

核 的 複 合 施 設 329 329 268 268

大 規 模 商 業 系 96 96 147 147

中 . 小 商 業 系 174 107 124 55

大 規 模 業 務 系 0 0 232 232

業 務 系 78 78 79 79

商 業 . 住 宅 系 151 8 359 15

スポ-ツ レクリエーション 0 0 33 33

文 化 系 91 91 0 0
行 政 関 連 施 設 0 0 101 101

北 馬尺 ビ ル 13 13 28 28

高 架 下 10 10 0 0
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2.駐車場整備の基本方針

(1)公的駐車場軽億の基本方針

公的駐車場のうち､公的立体駐車場についてはその位置 を計画的に設定する必要が

あるが､特に､他の大規模駐車葛との配置バランスを中心に前置計画を策定すること

が求められ､歩行者 ･自転車にとって利便性に優れ､周辺施設に影響を与えないよう

十分な軒庫の上適地の選定 を行 う必要がある｡ここでは､以下の点に留意 して計画的

配置を策定 した｡

･タウンセンターにおける駐車易百己置のバランス ･交通動線

･駐車場敷地条件 ･歩行者動線

･外周道路からのアプローチ ･景観

･周辺環境への影響 ･造成

･出入口の位置･･.-車両出入口 ･換地

これらの公的鹿半場及び大規模民間駐車場を有効に利用 して行 くために､駐車場案

内､誘導 システムを効果的に誘導 し､交通流動の円滑化 を囲っていく必要があろう｡

(2)民間盤革場整備の基本方針

民間鮭車場の整備 を促進する方策 としては,タウンセンター地区の課題に対応 して

以下の項 目が挙げられる｡これ らについては､横浜市全体の駐車場整備方策とのバラ

ンスを勘案 しつつ､制度の具体化を進めることが考えられる｡

○駐車場付置義務の強化

(D′J､頼模施設での付置義務化

②小規模患草場の共同化 (分担金対応)

(参用途別の付置義務対応

○各種助成の強化 (信))

○容積率ボーナスの強化 (⑤)





BR前広場を利用する歩行者の主なアクセス路は､南側の歩行者デッキからで

あり､駅前広場内にこれと接続するバスバースへの連絡デッキ及び駐車場を兼

ねたデッキスペースを設け､ レベル差を利用した高いアクセシビリティを有し

た駅前広場とする｡

駅前広場の造成については､下部工を設けることが適当と考えられ､この空

間を汚用して鮭車場の整備を行うことにより､2屠分の駐車場を設けることが

可能である｡

駐車場整備についてはき尺前広場とあわせた整備を行う｡

[整備日額]

駐 車 場 :駐 車 台 数

自 走 式

延 床 面 故

駅前広場 :バスバース

タクシーバース

タクシープール

自家用車バース

駐輪施設 :約480zTf

約500台

地下 2屠

約17,500nf(500台×35nf)

7バース (十予備 2バース)

2バース

12台

7バース

(2)公的立体駐車場

(D第 1地区

[整備内容]

駐車場用地については公共用地として確保し､この用地に立体的な駐車場整

備を行う｡

時期的には用地確保と立体駐車場の整備を必ずしも同時期とは考えず,周囲

の施設の立地状況､タウンセンターの熟成度を勘案 し,適切な時期を見て立体

化整備を行うものとする｡

都市計画道路佐江戸 ･北山田線沿いにバス停留所があり,また､南側で歩行

者専用道路と按しているため､環境に両慮した安全で利用しやすい整備を行う

必要がある｡
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[整備目標】

駐 車 場 :駐車台数 約500台

自 走 式 地上 5層程度の立体式

延床面積 約14,000nf(500台×35rrIX4/5)

②第 2地区

[整備内容]

駐車場用地については公共用地として確保し､この用地に立体的な駐車場整

備を行う-

時期的には用地確保と立体鹿革場の整備を必ずしも同時期とは考えず､周囲

の施設の立地状況､タウンセンターの熟成度を勘案 し､適切な時期を見て立体

化整備を行うものとする｡

[整備目標]

駐 車 場 :駐車台数 約500台 (施設建設は2ヶ所となる)

自 走 式 地上 5屠程度の立体式

延床面積 2ヶ所合計で約14,000nl(500台×35rTfX4/5)



萄 ･ 2 . 地 下 理 官建物 の 昔十画 】

地下埋設に係る地区特性

当地区の位置付け､開発理念､供給処理施設計画等からみた地下埋設検討にあたって

留意すべき地区特性は以下のとおりである｡

高水準のサービスが提供される地区である｡

タウンセンター地区は､計画人口30万人を擁する港北ニュータウンの都心として､

また､横浜の副都心として､商業 ･業務 ･文化 ･住宅等様々な機能が複合化し､さら

に国際化､情報化等時代の要請についても積極的に対応する街づくりが行われる｡

このような街づくり理念の実現のため､以下のような高水準の公共サービスの捷供

を図ろうとしている｡

○新都市施設導入の可能性

都市機能,都市環境の一層の向上を図るため､地域冷畷房施設.高度情報基盤

施設等の新しい都市施設が導入される可能性がある｡

○道路整備の高水準化

交通体系においては､歩行者専用道路ネットワークの整備,歩行者と車の融合

道路やシンボル道籍の整備など､歩行者､車双方の円滑な交通の確保を図るとと

もに､道路舗装の美化,植裁の充実など快適な通行空間の形成を目指 している｡

無電桂化 (電線煤の地中化)が実施される｡

タウンセンター地区では､横浜市,住宅 ･都市整備公団,東京電力間で昭和55年6月

に締結された r横浜北部新都市土地区画整理事業第 1地区及び第 2地区の配電線路計

画に関する覚書｣により､配電線の地中化が行われる｡膏己電線路と同時に,NTTに

よる電気通信線路や設置の予想される他の高度情報通信基盤施設電線路についても当

然地中化が行われることになり､全域で無局在化が実施される｡

階段的な需要発生と轟要の規模､発生時期の不確定性を有している｡

タウンセンター地区では民有地が多くを占め､それら民有地においては開発単位や

ビル トアップ時期が見込みにくく､供給処理施設整備にあって､段階的に需要が発生

することや､轟宴の規模､需要発生の時期､街区への引込み位置等が不確定なことが

課題となっている｡
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2.地下埋設の望ましいあり方

(D安定的かつ信頼性の高い供給処理が実現できること｡

大規模 ･高密度な都市機能を支える安定的かつ信頼性の高い供給処理を実現するた

め､各種地下埋設物が当初基盤整備時に支障なく設置できるとともに,将来にわたり

高水準のサ-ビスが行えるような地下埋設とすることが必要である｡

(診道路機能が保全されること.

基盤整備終了後の沿道需要発生に対応するための道路の占用工事や再掘削工事を極

力削減し､道路交通, (道路舗装の維持による)道路景観等､道路のもつ諸機能が保

全されるような地下埋設とすることが必要である｡

(参埋設物設置制約が生じないようにすること.

電線類の地下化や新都市施設の導入が行われ､さらに､高度情報化の進展による情

報基盤施設整備等新たな施設の地下埋設が生じる可能性もあり､地下埋設物の轄榛が

予想される｡それら新規施設も含めて､埋設物設置制約が生じないような地下埋設と

する必要がある｡

(む沿道需要発生への追従性を右していること.

一般民有地では､段惜的に轟要が発生し,かつ需要の規模 .位置が不確定である｡

このような一般民有地の需要発生に対して､設備形成上の合理性を確保 しつつ､道路

の再掘削や交通支障が生じないような容易な工事により需要発生に応じられるような

地下埋設とすることが必要である｡



3.地下埋設の基本方針

地区全域で共同設置方式の導入を検討 し､街区 ･路線の特性に応 じた適切な共同設置

方式を選定する｡

(》共同設置方式の導入

地下埋設物の設置方式には､各施設ごとに単独で設置する方法と､複数の施設を収

容する構造物を設置 し共同設置する方法がある｡

共同設置方式は､電線路施設,管路施設等の複数の公益施設を地下構造物内に収容

することにより､占用物件の新増設,維持管理の際の道路の揺 り返しを防止し､道路

構造の保全と円滑な道路交通を確保するとともに､占用物件の一体的､集約的な収容

により埋設物設置制約の解消を図り安定供給と信頼性の高いサービスを実現する手段

として有効であり､当地区においては地下埋設物の共同設置方式の導入を検討する｡

管路 .ケーブルの共同設置方式の導入範囲検討要素として挙げられる道路交通機能

や道路構造保全の要求度,供給処理施設保全の要求度,地下空間の轄軽度,先行的基

盤整備の要求度について共同設澄方式導入要素と当地区との関連を概括すると､各道

路種別により効果内容に異なるものもあるが､当地区全域で共同設置方式の導入効果

が期待され､原則として地区全域で共同設置方式による地下埋設を検討する｡

(参地区 ･路線の特性に応 じた適切な方式選定

当地区には､住宅 ･都市整備公団,横浜市など公的な団体等が所有し計画的に施設

建設を行う大規模な街区の他､一部では宅地の共同化の誘導が行われるものの､主に

各地権者による個別の建物建設によリビル トアップが進むと予想される小規模な一般

民有地もある｡また､道路計画においても､沿道の土地利用ゾーニングや分担する交

通故能に対応して､道路幅員や利用形態の異なるいくつかの道路種別が設定されてお

り､タウンセンター内においては､様々な街区,道路種別が併存する結果となってい

る.

このような地区特性を生かしながらタウンセンターとしての横能を確保するために

は,各街区や路線の特性に合わせた適切な水準の基盤整備を行うことが望ましく､共

同設置方式導入の検討にあたっては,各街区 ･路線の特性に応 じた適切な方式選定を

行うものとする｡
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4.共同溝､CABシステム計画

(1)収容物件

(D新都市施設管線路占用の想定

当地区では､高度情報基盤施設,地域冷暖房施設等新都市施設の整備可能性を有す

るものの､現段階では整備方針が明らかにされておらず､共同設置方式検討にあたっ

て､前提条件となるそれら新都市施設の管路 ･ケ-プル占用の有無について整理して

おく必要がある｡

ここでは､開発理念で提示 したような V次代を担う先進的なセンター地区"を形成

するためには､通常-徴の基盤施設整備に留まらず高次の都市的サービス機鯖を提供

する必要があるものとして､新都市施設について次のような整備方針を設定する｡

1)情 報 系 施 設 :今後のセンター地区開発上必要不可欠のものであることか

ら､施設内容 ･事業主体等を明確にして積極的に整備する｡

2)地 域 冷 噴 房 施 設 ;導入可能なエリアについて､原則的に民間精力によって実

現を目指す｡

3)廃棄物処理管路施設 :導入の可能性を検討する｡

以上の整備方針を受けて､各新都市施設の管路 ･ケーブル施設占用を次のように想

定 して検討を進める｡

1)情 報 系 施 設 :地区内全域での導入を想定 して検討を進める｡高度情報基

盤施設としては都市型CATVを想定する｡

2)地 域 冷 畷 房 施 設 :占用位置を確保することを前提に検討を進める｡

3)廃棄物処理管路施設 :占用位置は確保 しないことを前提として検討を進める｡

(なお､今後施設阜億の方向が明らかになった段階で､導

入部分についての占用の考え方を別途検討する｡)

(診収容検討対象物件

当地区で占用位置を確保する供給処理施設には､上水道施設,下水道施乱 電力施

設,ガス施設,通信施設のほか､新都市施設として情報系施設､地域冷暖房施設を想

定する｡

これらの施設の管路 ･ケーブルの内､管路施設として水道管,地域冷暖房導管､ケー



ブル施設として電カケ-ブル､通信ケーブル､情報系施設ケーブル等､原RrJとして下

水道管,ガス管以外の全てのケーブル施設等を共同設置対象施設として検討する｡

なお.地域冷暖房導管は大きな収容空間が必要 となり､断面計画への影響が大きく

なるが,現段階では導管の敷設ルートが想定できないため､収容,非収容の両ケース

について断面を検討する｡

d共同設置検討対象物件

種 別 施 設 名 称

管 路 施 設 水道管,地域冷畷房導管*

ケーブル施設 電力ケ-プル,通信ケーブル,情報系施設ケーブル 等

*収容､非収容の両ケースについて検討する｡

○下水道管,ガス管を除いた理由

･下水道管 :自然流下を原則とするため､収容する場合には勾配確保のために構造

物断面計画への制約が大きい｡

･ガ ス 管 :他の物件と同室収容する場合には種々の防災 ･保安対策が必要になり､

他の物件収容の制約となる｡また､他の物件と別室とする場合には構

造物全体の断面が大となる｡

なお､他の物件についても､共同帝収容にあたって右表のような事項に留意して

計画を進めることが肝要であるD
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■共同溝への収容検討の際の留意事項

物 件 共同溝への収容検討の際の留意事項

管路 水 道 管 ･空気弁 .制水弁等の設置スペースが必要であるO

･沿道への取出しのほか､消火栓設置のための管取出

Lが生ずる.

･異形管部における管離脱防止のため､コンクリート

巻等の対策が必要である.a

地 域 冷 暖 房導 管 ･他の物件に比べ口径が大きく､共同溝断面計画上の
配慮を要する○

･導管から放熱があるため,適切な換気設備を要するo

ケlブル 電力ケーブル ･共同溝からケーブルを引出す際の曲率半径に制約が

ある.

･ケーブルジョイントスペースが必要であるo

･ケーブルの電圧種別によってはケーブル相互に離隔

が必要である○

通信ケーブル ･共同港からケーブルを引出す際の曲率半径に制約があ

･情報系施設 るo

【参考】ニュータウンセンター地区等における共同溝事例の収容物件

管 路 ケーブル

水道管 下水道管 ガス管 地域袷哩戻導管 都市磨秦物処哩管路 電力ケIブル 過信ケIブル 情戟系ケIブル

多摩ニュータウンセンター地区 ○ 〉く 〉く ○ ○ ○ ○ ○

筑波研究学園都市センター地区 (⊃ × × ○ ○ ○ ○ ○

○:収容､ × :非収容､- :当該物件なし､ 辛:中庄管収容 (別室収容)



(2)構造物断面

■共同溝断面計画

[標準部】

汁 . ~ 弘一

■共同溝特殊部計画

[平面図]

[取出部]
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】i∃ J共同溝断面計画 (代替案-標準部取出しとする場合)
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■蓋掛型キャブシステム断面計画 (U型断面タイプ)

■蓋掛型キャブシステム断面計画 (W型断面タイプ)
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■共同管路型キャブシステム断面計画
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(3)路線別共同設置方式の選定 (案)

以上に述べた土地利用ゾーニング､道路断面構成からの空間条件から､各路線別の なお.同園に表示のない区間は,各街区へのアクセス上.他の路緑からアクセスす

共同設置方式の導入方針を下表のように設定する｡ ることで当該区間に管路 .ケーブルを敷設する必要がない区間である｡各事業者の供

これに基づき､方式適用における全体ネットワーク構成を考慮し設定した各道路区 給処理ネットワ-ク構成上､管路 ･ケーブルが敷設される可能性もあるが.原則とし

間の共同設置の方式選定 (共同溝,キャブシステムの区分) (秦)を図に示す｡ て沿道への取出しが生じないことから､直哩方式を主に地下埋設方針を検討する.

JI路様別共同設置方式の導入方針

道 路 種 別 方 式 遜 走 共 同 設 置 方 式 導 入 の 考 え 方

共同i キャブシステム蓋 共管掛 格型 同型

幹線道路(駅前停車場繰)W :22/歩 :3.5 ●× ○ ･当路線からアクセスする街区は､大規模商業系ゾーンで大規模な街区が連担することから､共同帯を導入する.

補助幹緑道路 ●●●･いずれの方式も設置可能であり､沿道土地利用の状況,全休のネットワ-ク構成により方式を選定することとし,以下のような導入方針とする.
W :20/歩 :4.5 ･核的複合施設ゾ-ン,大規模商業系ゾ-ン,行政関連施設ゾーン,業務系ゾーンなど大規模街区が連担する地区東西方向のルー ト及び第2

地区の中山 .北山田線以西のブロックに共同清を導入する.さらに､アッパータウンに位置するルートと地区外周の都市計画道路 (牛久保
･中川線,新羽 .荏四緑)を接続する路線各々1ル-トを共同溝ルートとして確保する.

･その他はキャブシステムを導入する.沿道の敷地利用形態が現段階では明らかでないためキャブシステムの方式選定は今後の検討により定
める.

区画道路 ○ × ●･当路線からアクセスする街区は中 .小栽模商業系ゾ-ン,商業 .住宅系ゾーンなど小規模換地が連担するためキャブシステムを導入する○空間
W :14/歩 :2.5 条件から蓋掛型キャブシステムが設置できないため､共同管路型キャブシステムの導入を検討する.

歩車融合道路W :12/単断面 ○ 〉く ●･同 上

シンボル道路 (A) ●●○ ･片側は核的複合施設ゾーンで大規模街区であり､他の路線からアクセスすることも考えられるが､敷地分割により当路線からのアクセスが生じ

W :22/歩 :6.5 る可能性もあることや共同設置方式の全体のネットワーク構成の点から一部に共同薄を導入する.片側は中 .小規模商業系ゾーンで小規模換地
が連担するため､蓋掛型キャブシステムの導入を検討する○

シンボル道路 (B) ○ ●●･当路線からアクセスする街区は中 ,小規模商業系ゾーンで小規模換地が連担するため､キャブシステムを導入する.

W :16/単断面 ･単断面として計画されており具体的な道路利用形澱が明らかでないが､想定される歩道相当部分の幅員から蓋掛型キャブシステムの導入を検討

● :導入が望ましい方式 ○ :導入が可能な方式 × :設置空間確保困難
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5.排水計画

(1)雨水排水計画



(2)汚水排水計画





4.土地利用構成



｢

4 - 1 全 体 相 成 の 考 え プア

(1)第 1地区,第 2地区それぞれに特徴を持った構成

第 1地区,第 2地区共､ベースには両地区住民の生精を支えるために必要かつ充

分な機能を備えることは当然であるが,より広域を対象とする拠点地区として械能

していくために､各々に独自の特徴をもたせ､施設展開上相乗効果を発揮するよう

な構成とする｡

(2) r軸線｣ rゾーン｣ ｢拠点｣による全体構造の明確な構成

様々な槻能が導入される中で､全体構成の明確化を図るために､歩行者動線を主

体とした ｢軸線｣によるセンターの骨格を形成する｡

その軸緑と関連付けながら､面的な特徴をもつ rゾーン｣,象徴的な意味を持つ

r拠点｣を適切に配置することにより､分かり易く,多様な魅力のあるセンターを

構成 していく｡

I｢軸線｣｢ゾ-ンJr拠点｣の構造イメージ

i-守.)=S:■王 ≡喜

I.=二と:::※三二:ii=三:=÷-;二._=_て■=y=‥=二:;三:≡三≡…::≡

i薄 =-ゾ≡手シー=鳥 ≡:

4 - 2 具 体 の 相 成

1.ゾーン構成

センター内に導入するのが好ましいと考えられる機能と,周辺住宅地や歩行者動線

等との関係､地形条件や全体の景観構成等との関係を考慮 し､以下に示 した8つのソー

ンを設けることとする｡

(1)核的複合施設ゾーン

(2) 大規模商業系ゾーン

(3)中 ･小規模商業系ゾーン

(4)業務系ゾーン

(5)商業 ･住宅系ゾーン

(6) スポーツ ･レクリェ-シヨン系ゾーン

(7)文化系ゾーン

(8)行政関連施設ゾーン

llゾーンと主な施設との園係

主な施設 商 業 業 務 文化 . 住 宅 公 共ゾーン 娯莱等 公 益

核 的 複 合 施 設 ゾ ー ン ◎ ○ ○ ○

大 規 模 商 業 系 ソ ー ン ◎ ○ ○ ○

中 . 小 規 模 商 業 系 ゾ ー ン ◎ ○ ○ ○

業 務 系 ゾ ー ン ○ ◎ ○ ○

商 業 . 住 宅 系 ゾ ー ン ○ ○

スポーツ .レクリエーション系ソーン ○ ◎ ○

文 化 系 ソ ー ン ◎ ○



■■ソーー- ン イ メ - ジ

ゾ ー ン ゾ ー ン の 性 格 配 雇 の 考 え 方 想 定 さ れ る 施 設 の イ メ ー ジ

核的複合施設ゾ-ン ･センタ-全休の拠点となる大規模商業系横合施設 ･両地区に2ヶ所ずつ配3Eする. ･百貨店等の大規模店舗を中心に､専門店､映画館､ホール､スポーツ施設､ミュージアム等を禎

･商業系施設だけでなく､文化 .レンヤ-施設､業務サ-ビス施設が複合立地する. ･一つは､センターの顔 (シンボル広場 )を形成す

大漁棋 ･比較的大規模の商業ー業務系施設が立地するゾ- ･大型専門店 (衣料､家電､スポーツ用品等)､飲食 .娯禁ビル等.

商 業 系 t/ - ン ン｡ ･オフィスビル､fr報センター､銀行.TVスタジオ､各種学校等.

中 .小規模 ･比較的中.小規模の商業施設主体の人間味Jtかで ーセンタ-内全域が立地対象となるが.貫回り動線 ･1､2階は商業施設が中心 となるが､3倍以上には業務施設や住宅が複合する.

商 業 系 ゾ ー ン 自己正する.

業 務 系 ゾ ー ン L純粋の業務施設の他に､飲食 L娯楽系の商業施設が複合 した施設展開が考えられる.

施設 .商業関連業務施設主体のゾーン. *不動産､学習塾､施行代理店､生命保険等の生酒両建施設.

･また､一部には大規模業務施設を中心にー商業施 前広場の周辺や一都市計酉逆相沿運に配正する.

も設ける.

ー比較的大境棋な車対応型施設や低IP階に商業施設を複合する都市型住宅主体の施設が考えられる

含する1/-ン. *DlY､インテリアセンター､ホビーマーケット.ファミリーレストラン､コンビニエンスス

総合公匪ー早淵川と連担 した位ilに配置する.

文 化 系 ゾ ー ン ･大規模な文化系公益施設が集稚立地するゾーン. ･早淵川沿いに一大文化拠点を形成するため､歴史博物館､文化財公開､市民ホールを一体的に配置する.
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軸綿の構成

センター内を以下の 2つの歩行者の軸線によ り構成する.

①都市軸 (シンボル軸)

･第 1地区,第 2地 区それぞれの中心部 を東西,南北に貴通する歩行者軸 をセンター

を象徴するシンボルス トリー トとして設定する｡

②回遊軸 (異物軸)

･駅 と核的施設や集合駐車場等 を回遊する歩行者軸 であ り,都市軸 と連環 した地区

内のショッピングス トリー トとして設定する｡

･歩 いて楽 しい街並みを形成するため､道路､歩行者専用道路及び沿道の施設等に

明確な性格付けを行 い､特徴ある ｢通 り｣ を形成 する｡

既存の商業地 における特徴的な ｢通 り｣

[公園通り] ･西武百JJ店から代 木々公Blへ至る延長的500mの通り.

(渋谷) ･沿道にはbI均､映商館､ライブハウス 公会堂等の文化 娯楽系施設やフア･yション系

書門店ー飲食店が集中しー著者文化の什報発信基地となっている.

[鳥草道通 り] 地下鉄関内駅から万El横通りに至る約400mの通り.

(横浜) ･赤レンガによる舗装､街路樹.ストリート77ニチュア等によってー散在する明治期の

建物との空間的調和をもった洗練された通りとなっている.

[伊勢佐木 ･馬車道から約400mの伊勢佐木町通り｡
モール]
(横浜) カラフルなタイル舗装や摘蕗樹とともにーアーケードや電柱･電線が取り払われた､明

るく活気のある歩行者専用のオーフ●ン･モール｡

[サ ンロー ド] 吉祥寺駅前から五日市街道へ至る延長約350mの通り｡

(吉祥寺) 飲食.物販 (買い回り品等)主体の敷地兼摂75--200mz程度の小規模店舗が集中しー大型

店舗にはない界隈性豊かなヒューマンスケールの通り｡
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3.象徴的な拠点 (アクロスポイン ト)の構成

｢通 り｣の結節点など,人 々が出会 う場や象徴的な意味を持つ地点､周辺 か ら目立つ

地点な どに､広場 と施設等が一体 となった拠点 を形成 し､線だけでな く点 としての特

徴付けを図る｡

(Dシンボル広場

･東西,南北の都市軸の結節点である届尺前一帯に､ ｢都市緑地｣ と周辺の建物が一

体 となったシンボル広場 を設定する｡

(参街角広場

･回遊軸等の結節点に,建物 と一体 となったポケ ッ トパーク的な小規模な憩 いの空

間を設定する｡

■ ｢通 り｣ と ｢拠点｣の構成イメージ
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4 - 3 商 業 一 兼 務 施 ま受規 模 の 井 定

1.基本的考え方

(D センター全体の床面積の設定
*

商近等の過年度滑重における需要対応施設床推計値 をベースとしながら､核的複合

施設の計画的立地等のMPの修正内容や商近策定後の状況変化､更には計画的市街地

形成に関わる政策的判断等 を加味 し､全体床面積 を設定する｡

* r横浜地域 (北部) 商業近代化地域計画報告書｣ (昭和59年度)

② 各ブロック,ゾーンへの配分の考え方

区画整理事業の性格上､施設立地 を当該ブロックで想定できるものと､ある程度の

まとまりで想定すべきものとに分けられるので､ まずブロック単位で床面額 を設定で

きるものを想定 した上でゾーン単位で両分するものについての想定 を行 うこととする｡

■ 算定 フロー

【センター全体の床面積の設定】 【ゾーンへの部分】
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2.センター全体の床面積の設定

(1)過年度調査推計値

商業関連施設 :309,900m■

商近において成立規模 を試算 (2005時点)しており､その平均値 を求めた｡

●小売業 一般小売商業施設に特化′J､売商業施設 を加えた億 とするo

なお､一般小売商業施設については､ケ-スB (地下鉄3,4,6号

線が開通)の借 を採用 した.

*一般小売商実施.8205,TOOT.I+特化小売商兼施設 20,900,,{≒ 226,600,,i

●飲食店 飲食店に慰安性 レジャー施設(料亭,バー,漕場等)を加えた倍.

*軟食店38,750nf+慰安性レジャー施設15.700.,{≒54.500,,i

なお.慰安性レジヤ-施設は､商近での配分比 (タウンセンター72%:bt前セ

●文化施設 商近の推計値4,700n1 ○

●スポーツ .健康施設 商近の推計値57.300rrfから､屋外型のゴルフ練習所､テニスコ-
ト (46.100TTf)を除いた面積11,200nfとする.

*屋外型のゴルフ#習所.テニスコートは一面杜親額や地価水準の高さ等を考JLす

るとセンタ-での成立性はかなり低いと思われるため､検討対象外とした.

●娯楽 .レジャー施設 商近の推計値28,600mzか ら上記の慰安性 レジャー施設床(15,700ーrf
を除いた面積12,900rrfとする.

一般純粋業務施設 :193,700m-

E3-I
業務施設については､商近では､その他サービス施設等として商業関連のそれも

限られた施設の推計 しか行 っていないため､抜け落ちている部分について ｢港北N

Tのセンターに係る段階建設 とコン トロール施設に関する調査研究J(昭和54年)*-2
での試算を用い (2005年時点)､両者 を合わせ業務施設の全丑 を推計 した｡



なお､コントロールシステムでは､床推計の前提 となる後背人口をタウンセン
*-3

タ一部18.8万としているため､商近の前提値に修正 し､算定 し直す｡

+-1:商近では､卸売り,運韓 ･通信,電気 .ガス ･水道,その他のサービス業

施設等が想定されていない｡

+-2:都市の立地特性,成長過程等の遠いにより､都市を類型化 し､商業統計,

事業所統計をもとに､都市類型別 ･業種別の人口当たりの従業者数､従

業者 1人当たりの床原単位 を求めている｡港北ニュータウンの葛合は､衛

星住宅都市 と急成長都市の原単位を用いて,この原単位に後背人口を乗 じ

ることにより､業種別の施設量を算定 している｡

+-3:タウンセンタ1 -や地元対応支持人口 12.06万 +広域対応支持人口 14.98万-27.04万
支持人口

NT圏域内地元 → タウンセンター部 12.06万+叔前センタ-部 12.16万 +近併センタ
対応支持人口 -部10.35人 =3437万

広域対応支持人口-o NT肝域内地元対応支持人｡34.57万+タウンセンタ-部広域対
対応支持人口14.98人 -49.55万

1 一般業務 ･サービス施設ボリュームの設定

従 業 者 数 床 原 単 位 後 背 人 口 延 床 面 積
(人/人口1万人) (fyi/従業者1人) (万人) tr.T')

卸 売 業 91.393 12 34.57 37,900

金 融 . 保 険 商近の推計値 36,900

不 動 産 商近の推計値 5,500

運 稀 . 通 信 133.037 10 27.04 36,000

電気 .ガス ,水道 6.580 10 27.04 1,800

旅 館 .下 宿 等 商近の推計値 10,400

対 個 人 サ - ビス 96.420 8 27.04 20,900

放 送 0.841 15 49.55 600

自 動 車 関 連 22;864 10 27.04 6,200

対事業所サービス 29.612 10 27.04 8,000

公 的 サ ー ビ ス 16.983 10 27.04 4,600

団 体 22.517 10 27.04 6,100

医 療 商近の推計値 13,100

宗 教 .教 育 等 21.009 10 27.04 5,700

(2)計画上付加する床面額

① 核的複合施設 :155,400nf(商業床 87,800rTf､業務床 67,600rrl)

核的複合施設は商近策定後の新たな要素であり､センター及び周辺地区の人口定着

が少ない初斯段借における ｢核的施設｣でもあり､再妻対応というよりはむしろ需要

喚起型の施設整備を予定 しているため､床面鎖の1/2は商近対応の需要対応床 とする

が､残 りの1/2については計画的に付加するものとする｡

具体には､以下のとおり設定する｡

●ビル トアップ率 :0.8

*計膏上､暮秋限度一杯で考えるが一息車尊も相当規模憩定されるため.施設床分は0.8とする.

(姓車書面鍬 土.基準法上は稔延べ床面棟の1/5分捷姶されるが､控除分以上の駐車早を計画的に

甘することによる.)

●用 途 構 成 比 :1-a,b, 2-b (商業55%,業務45%)

2-a (商業70%,30%)

街区 街区面積 想定床面積 商業床 業務床 f*

2-a 14.943 71,700 50,190 25;:1t)OL=..21,510 蕪 専隼≡

二.,.p=≠:r-

計 64,730 310,700 175,560 877,8紬..135,140310,700 175,560 877,8紬..135,140

大規模業務施設 (2地区 西側 6-1,6-3,8-2街区) :72,500rrt

センター地区を特色づける街区として､計画的に大規模業務施設 (ビジネスコア)

を立地させることとし､100%分 を付加分とする.

●ピル トアップ率 :0.8

*計膏上､専横限度一杯で考えるが､監車尊も相当親模想定されるため,施設床としては0.8とす

●用 途 構 成 比 :業務床100%

*18,114(街区面鏡) × 500% × 0.8 - 72.500rrf





3.各ゾーン等への床部分

区画整理の性格上､立地施設が当亥ブロックで想定すべきものと､ある程度のまと

まり (ゾーン)で想定すべきものとに分けられるので､核的複合施設や公益施設等に

っいては､あらかじめブロック単位で床面積 を設定 し､それ以外については,センター

全体の床面額からそれ らを指 し引いた分 をゾーンに配分することとする｡

(1)施設立地 を当該ブロックで想定するもの

核的複合施設

大規模業務施設

公益施設

病院

駅舎,高架下

各ブロックの内容は以下に示すとお りである｡

Ir ブロック単位で想定する施設の用途別床面頚内訳

商 業 業 務 住 宅 文 化 合 計

1也区 核的複合施設 1-a 47,800 39,100 - - 86,900

1-b 50,160 41,040 - - 91,200

公益系文化施設 - - - 38.400 38,400

5月 金 5,260 7,880 - - 13,140

高 架 下 1,950 490 - - 2,440

小 計 105,170 88,510 - 38.400 232.080

2地区 核的複合施設 2-a 50,190 21,510 - - 71,700

2-b 27,410 33,490 - - 60,900

公益系業務施設 - 55,400 - - 55,400

〝 文化施設 - - - 56,000 56,000

大規模業務施設 - 72,500 - - 72,500

病 院 - 46,000 7,200 - 53.200

献 金 5,750 8,620 - - 14,370

高 架 下 710 180 - - 890

小 計 84,060 237,700 7,200 - 384,960

合 計 189,230 326,210 7,200 94,400 617,040
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【駅舎､高架下部分の算定根拠】ビル トアップ率 :0.3

用途構成比 :駅舎 一〇商業 :40%.業務 :60%

高架下 一〇商業 :80%､業務 :20%

*獣合において､ホ-ム､コンコース等は本想定対象には入っていない｡

(2)施設立地 をゾーン単位で想定するもの

大規模商業系ゾーン ･業務系ゾーン

中小規模商業系ソーン ･商業･住宅系 ゾ-ン

全体の床面積から(1)の面積 を差 し引いた両横 (商業 :208,470nf､業務 :108,990rrt,

住宅 :193,000ml)を各 ゾーンに配分する｡育己分の具体的方法は次のとおりである.

① 法定限度床

●修正案を前提とし､現計画 となるべく整合するよう用途 ･容額率を想定 した｡

●各 ゾーン面積 (街区確定面積)に想定 した容積率 を乗 じ､法定限度床 を算出する｡

(診 相対 ビル トアップ係数の設定

各 ゾーンへの配分に際 しては､各 ゾーンの特性 を考慮 し､相対的なビル トアップ

係数 を設定 し､①に乗 じて相対延床面横 を算定する.

ゾ ー ン 設定理 由

大規模商業系ゾーン 0.7 故地親漢が3,000Tlf以上と大きく.しかも広特長の道路

中 .小溝模商業系 0. 5

ゾーン 4ゾ-ン中点'Jtとした.

業 務 系 ゾ ー ン 0. 6 故地規模が500mz種皮と大規模商業系ゾ-ンと中小親商業系ゾーンの中rEEFであり､しかも叔広.都新道等に

按する等を考慮し.両ゾーンの中間値とした.

商業.住宅系ソーン 0.7 故地親摸､周辺基盤状況等が大親撰商業系ゾーンと同

祝を見ても相当程度高度利用が進んでいることから高



@ 総床面積に占める用途別床構成比の設定

各ゾーンの性格､立体用途構成イメージや現計画の申し出条件等を考慮し､以下

のように設定する｡
(%)

商業 業務 住宅

大規模商業系ゾーン 80 20 -

申 .小規模商業系ゾーン (400%) 15 15 70(600%) 35 30 35

業務系ゾーン 60 40 -

【参考】申し出条件との対応

大親模商業系ゾーン :A区分､申 ･小規模商業系ゾーン :B､C区分

業務系ソーン ;A区分､商業.･住宅系ゾーン :D区分

【設定の考え方】

●大規模商業系ゾーン :駅前に立地するため､大部分は商業主体で､部分的に業務

という構成がイメージされる.申し出条件を踏まえ､住宅

は想定しないこととする｡

●中･小規模 :路線型商店街であるため､低層階に商業 ･業務､上層階に

商業系ゾーン 住宅という構成がイメージされる｡また､過去の申し出区

分の相違や用途地域の相違を考慮 し､近商400%エリアにl

相当数の住居を想定し､商業600%エリアとは構成比を変

て設定 した｡

●業務系ゾ-ン :駅前広場周りのセンターの顔となる部分でもあり､1-3階

の足元周 りは賑わいをもたせるため商業とし､その他を業

務として想定 した｡申し出条件を踏まえ.住宅は想定しな

いこととする｡

●商業･住宅系ゾーン :回遊軸周 りでもあり,賑わい性を分断しないためにも1倍部

分は商業.業務とし､2階以上を住宅として想定した｡
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【参考】大官市 大宮駅周辺地域77.2ha(昭和60年時点)の用途別床構成比

＼ 商 業 業 務 住 宅 その他 合 計

延べ床(ha) 32.4 23.2 18.2 3.4 77.2

① 各ゾーン別 ･施設用途床の配分

②で求めた相対延べ床面額に､上記の用途別床構成比を乗じて､各ゾ-ンにおける

用途別の床面額を算定 し､それをセンター全体で凍み上げ､用途別の合計値を算定す

る｡更に､用途別合計値に対する各ゾーンの比率を求める.

最後に､核的複合施設等の計画的床面積分を除いた用途別床面額にその比率を乗じ

て､各ゾーンの想定床面横を算定する｡

● (法定限度床 × ゾーン別ピル トアップ係数) -各ゾーンの相対延べ床面横-A

≡●各ゾーンの用途別構成比 × A -各ゾーンの用途別床面積- -B

-各ゾーンの用途別離分率一一一C
用途別床面積の合計値

商業 :208,470

#* :108,900

住宅 :193,000

× C -各ゾーンの用途別想定床面嶺

*各ゾーンへの配分結果は次頁を参照されたい｡

(3)まとめ
単位 :m㌧ ( )内は%

＼ 商業施設 業務施殻 住 宅 文 化施設 計

1地区 183,130 (46)131,930 (30) 70,920 (35) 38,400 (41) 424,380(38 )

2地区 214,570 (54)303.270 (70)129,280 (65) 56,000 ( 59) 703,120(62 )

合 計 397,700(100)435,200(100)200,200(100) 94,400(100) 1,127,50M100 )



■ ン′- ン 別 床 配 分

宅地面萌(rrf)容 積 率(%)法定限度床 面 税(rrf)相 対ビル トアップ係数 相 対延べ面額(nf) 用途構成割合 (%) ソーン別用途別配分率 (%) 想定床面積 (rrf) 容帝充足率(%)商業施設 業務施設 住 宅 商業施設 業務施設 住 宅 商業施設 業務施設 住 宅 合 計

大規模商業ゾーン ll,687 600 70,122 0.7 49,100 80 20 - 15.0 7.2 - 31,310 7,820 - 39,130 56

1 中′Jヽ規模商業地 ゾーン 近商400% 15,990 400 63,960 0.5 31,980 15 15 70 1.8 3.5 9.2 3,850 3,790 17,840 25,480 40

商業600% 17,071 600 102,426 0.5 51,213 35 30 35 6.9 ll.1 7.4 14,390 12,150 14,280 40,820 40

ノJ､ 計 33,061 503 166,386 0.5 83.193 8.8 14.6 16.6 18.240 15.940 32,120 66,300 40

区 業 務 系 ゾ - ン 15,247 600 91,482 0.6 54,900 60 40 - 12.6 16.1 - 26,250 17,500 - 43,750 48

商業.住宅系ゾーン 19,332 400 77,328 0.7 54,100 5 5 90 1.0 2.0 20.1 2,160 2,160 38,800 43,210 56

小 計 79,327 511 405,318 0.74 241,293 37.4 39.9 36.7 77,960 43,420 70,920 192,300 47

2也区 大規模商業ゾ-ン 24,284 600 145,704 0.7 102,000 80 20 - 31.2 14.9 - 65,030 16,260 - 81,290 56

中小規模商業ゾーン 近商400% 20,198 400 80,792 0.5 40,396 15 15 70 2.3 4.4 ll.7 4,860 4,790 22,530 32,180 40
商業600% 16,877 600 101,262 0.5 50,631 35 30 45 6.8 ll.0 7.3 14.230 12,010 14,110 40,350 40

小 計 37,075 491 182,054 0.5 91,027 9.1 15.4 19.0 19.090 16,800 36,640 72,530 40

業 務 系 ゾ ー ン 27,396 400～600 143,090 0.6 87,100 60 40 - 20.0 25.5 - 41.650 27,770 - 69,420 49

商業.住宅系ソーン 42,943 150.400 170,208 0.7 119,100 5 5 90 2.3 4.3 44.3 4,740 4,740 85,440 94,920 56

小 計 131,698 488 641,056 0.54 399,227 62.6 60.1 63.3 130,510 65,570 122,080 318,160 50

合 計 211,025 496 i,046,374 0.61 640,520 100.0 100.0 100.0 208,470 108,990 193,000 510,460 49
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4 - 4 換 地 昔十画

1.換地計画修正の基本方針

①全体の宅地面額は変更しない

センター内の宅地面積の総合計については､現計画と等しくする｡

ただし,個々の換地面積については､位置の変更等により評価が変われば増減が

あり得る｡

②土地利用計画に即した換地

修正計画では､新しいブロックに単純に換地するのではなく,その土地利用計画

が実現できるような換地を行う｡

@共同化義務街区の申し手による換地

核的複合施設が立地する大規模街区については､各地区各 2ヶ所のうち1ヶ所を

民有地でとることにする｡その際､この街区の大規模施設利用を実現するためには

地権者の共同化が前提となることから､これを ｢共同化義務街区｣とし､それに合

意する地権者のみに換地を行うこととする｡

③現地計画の尊重

タウンセンタ-における換地計画は昭和51年に行った換地の申し出を庵まえて作

成されているが､この申し出にあたっては次表の区分,街区を設定して行った｡

修正計画では一部に核的複合施設のための大規模街区を設けるなど､従来の申し

出区分の施設内容を超えるものを設定 しようとしているが､その他については従来

の各区分の施設内容を堵襲した土地利用計画を想定している｡

従って､今回の換地調基にあたっては全く白紙から行うのではなく､現在の仮換

地予定及びその経緯を尊重して行うこととする｡

■現計画における換地区分

区分 施 設 内 容 従前地申し出規模

A 専門店ビル､オフィスビル､娯楽ピル､飲食ビル等 1700m■以上

ら 専用店舗 300mー以上

C 併用店舗 300m'以上

【参考 】申し出区分と修正計画におけるゾーニングの対応は概ね次のように考えら

れる｡

巧琴悪姦警賢ゾーン

A (専門店ビル等) 大規模商業系ゾーン

B (専用店舗) 業務系ゾーン

C (併用店舗) 中小規模商業系ゾーン
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2.換地調軽の手帳

換地調整にあたっては､共同化が不可欠である核的複合施設を立地させる r共同化

義務街区｣については,地権者からの申し出を受けて謁軽を行うが､その手順は以下

のようになっている｡

■申し出の手順

総会その他センター地権者への周知 qマスタ-プラン修正内容.換地

J 豊里笠脚 定一事靴

共 同 化 申 出 調 査 1 8共剛ヒ我鵬 区への如 申出の

++++守
換 地 蘭 整 l

共 同 化 の 捉 保 グループ調整､換地調整 個別調整､換地調整

J J ∫

-8 6 -

3.共同化義務街区における換地の考え方

大規模街区での核的複合施設の立地は､土地の有効利用という側面だけでなく､地区

の代表的施設を作るというセンタ-全体にとっても重要な事業であるが､一方で,多数

の地権者の共同化の実現等難しい課題も抱えている｡ここでは大規模に共同化を実現さ

せるための換地調整の考え方を示す｡

(D換地設計の目標

地権者の大規模共同化により､核的複合施設の立地が実現できる素地を作る｡

(診換地設計の考え方

大規模な共同化は､参加する地権者の意識,意向が一致しない限り実現しない｡

そこで ｢共同化義務街区｣では､共同化に合意する人をセンター地権者から募 り､

その人々を対象に換地を行う｡すなわち ｢共同化申し出調査｣を実施し,その結果

に基づき換地調整を行うこととする.

(参 ｢申し出｣にあたっての考え方

a)申し出梁格はセンター換地予定者で､共同化により核的複合施設の立地に同意す

る者｡

b)申し出対集者 (換地)はセンター全域を予定しているが､従来の申し出区分や用

途地域により予め康先順位 を設け,換地封整,面額粛並を行う｡

C)減歩率は大規模街区の位置によって変わるが､申し出る換地の位置によっては減

歩が増すこともある｡

d)申し出調査時には､建物の施設イメージを参考例として提示する.

e)また､共同化の担保方策や手法についてもメニューを提示する｡

f)マスタープラン修正の一つの目襟が､この大規模街区における共同化の実現であ

るため､一般街区での換地調掛 こ先がけ､本申し出調査や本ブロックでの換地粛

盤を実施する｡

g)この街区での施設をセンターの初期段階の施設として位置づけ､換地謂整終了後

速やかに､事業計画の具体化や参加者の租織化等を行う｡





4.一般街区における換地の考え方

｢共同化義務街区｣以外の換地調整については､次のように行う｡

(D換地設計の日額

それぞれの土地利用意向が､ある程度反映できるような換地を行う｡

②換地設計の考え方

a)換地位置については､現換地計画や申し出区分を尊重 しつつ､現換地予定の近傍

に換地することを原則とする｡

b)換地設計にあたっては､従来からの共同化申し出グループや､共同化義務街区に

は参加しないが共同化を考えている人々､さらに個別に土地を使いたい人々等が

それぞれにスムーズに土地を括用できる素地を作ることを目ざすD

c)そのために共同化申し出蘭査に合わせ､一般街区での土地利用に対する意向蘭査

を行い,その内容を踏まえて換地設計を行う｡

【意向調査内容の例 】

従来の共同化申し出グループの確認

土地利用意向 (施設建設計画について､共同化意志の有無等)

換地の集約化 (センター内に分散している換地の集約化)や､センターか

らの撤退 (センター換地から一般換地への振替)等の個別の換地変更希望

d)この結果を踏まえ､共同化希望者のグループ化等を行っていくことになる｡

e)なお,換地の集約化等の個別の換地変更希望に対 しては､共同化義務街区への申

し出状況等から判断し対応する｡

ただ､全換地を対象とした換地の集約希望に対応することは､かなり大規模な変

更になることが予想されるため､小規模の変更で済む範囲の限定的な対応になる｡
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5.共同化による事業の進め方

土地の有効利用や大型施設の立地等を図るために､様々な形の共同化によって事業

を推進する必要がある.

①共同化義務街区

大型テナントの誘致,施設の複合化手法,運営手法等かなり専門的なノウハウが

必要となるため､専門ディベロッパーが具体の業務を行うことが考えられる｡

この街区については､共同化の手法等を予め提示 して申し出を受ける点や､相当

数の地権者の共同化を実現する必要がある点等から､共同化の担保,土地集約の形

式,施設計画の立案,ディベロッパーの遠出方法等の段階にあたっては､市,公団

等が地権者と協議 しながら推進していくことを予定する.

(診一般街区での共同化

共同化が望まれるブロックや拠点とされるようなブロックについては､市､公団

等が地権者からの依頼を受け､施設計画の立案,ディベロッパーの紹介等にあたっ

て協力していくことになる｡



5.センター空間の形成イメージ



5 - 1 セ ニノ タ - 垂 間 の 形 成 イ メ - ジ

1.景戟構成イメージ

匡宅 ス トリー トによる ｢まちづくり｣

民有地が半分近くを占める区画並理事業によってつくられることから､この民有地

での自然発生的な施設建設にある程度期待 したセンターづくりを進めていくことが前

提となる.

従って､面的な土地利用 ･施設立地イメージを提示しても､それを実現 していくた

めには､相当程度明確で強い浅利 ･誘導方策を講 じていく必要が生ずる｡こういった

状況を踏まえた上で､ここでは､目標とするセンター像を実現する現実的な手だてと

して､次のような方策を提案する｡

●まとまりやすい rス トリー ト｣単位での将来イメージを構築し､そのイメージに

沿った施設立地を誘導していくことを考える.

●そのための物的仕掛けとして,道路,公園等の公共施設デザインにキャラクター

を持たせるとともに､要所要所に点在する公団,市用地での計画的な施設建設や

民地での共同化等をうまく推進し､イメージを誘導するような拠点を形成するこ

とを考える｡

@ 都市軸と回遊軸の性格分け

沿道の換地状況や周辺地域との関係性,立地環境等を勘案し､用途構成や空間構成

からみて､ r都市軸｣と r回遊軸Jに大きく性格を分けて捉えることとする.

【都市軸】 ●商業 ･業務機能だけでなく､文化,スポーツ,芸術等の多様な機能が

複合するセンター全体のアクティビティの中心となる軸

*計画建設用地が比較的多 く､必ずしも収益性に捕われず多様な施

設展開が期待できる

●空間的には､アーバンスケールのゆったりとした象徴的な構成を持つ｡

実が高 く､品格のあるフォーマルな雰囲気のある空間とする｡

●旧案で示された r自由大通 り｣的イメージが展開される通 りとする｡

-90-

1,2地区及び早淵川沿いの地区を見通せる ｢トータル軸｣

自由時間時代的アクティビティを指向した空間

展示 ･集会 ･催し物等が常にどこでも演出されうる ｢都市の舞台｣

現代都市の予激しがたい急激な変化に対応していく受け皿

(生活のハードウェア的進歩をいちはやく受け入れる余地等)

なお､周辺との関係性,道路勾配等の違いにより､南北と東西方向の軸とでは､以下

のように性格を分ける｡

南北軸 ･高低差があるため,見通しがきき､極めて象徴性の強い軸線であり､

(#) i,2地区それぞれを性格付ける基幹空間とする.

･時代の最新情報が得られる先進性の強い､ ｢都市的｣アクティビティ

の高い軸線とする○

･周辺住宅地との関係性が希薄なダウンタウン部は､昼夜共に精勤する

場とする○

東西軸 ･周辺住宅地や緑道等との結び付きが強く､沿道の土地利用も行政関逮

(静) 等の公共性の強い施設が多いこともあり､どちらかと言えば､ ｢自然

的｣要素の強い空間とする.

･勾配等も比載的凄 く､人々がたまる,よどむ,まどろむことができる

【回遊軸】 ●民地が多いこともあり､自然発生的に店舗が立地し､変化に富んだ､

賑わい性の高い街曲を持つ軸線とする｡

●商業主体で､立体的に住宅を複合する､生情の匂いのする人間性豊か

な軸線とする｡

なお,道路勾配等によってある程度性格が規定される面があり､大きく次のように

性格を分ける.



南北軸 ･勾配が3-6%と商店街としてはやや急な勾配であるため､目的性が強

い､個性的な軸線とする.物販.飲食はベースに置きつつも､文化 .

スポーツ .娯楽 .サービス等の槻能を相当程度複合する.

-ヤング居やハイグレー ド階層等,比較的志向性の強い層をターゲット

とする.

東西軸 ･勾百己が0.5-3%と凄く､ゆったりとした雰囲気の中で買い物ができる

ショッピング主体の軸線 とする. (物販 .飲食主体)

核的複合施設とその他のス トリート型施設との役割分担について

ストリー トイメージを検討する上で､核的複合施設とそれ以外のストリート型施設

(主に申 ･小規模商業系ゾーン,商業 ･住宅系ゾーン内施設)との役割分担を明確にし

ておく必要があると考えられ､右表に,その基本的考え方を整理する.

■役割分担の考え方

核的施設 ストリート

基本的機能 広域対応,需要喚起機能重視鉄道.バス及び自動車対応 近隣.地域対応､需要対応機能主体

主な用途 .織能尊 大規模複合機能 中 .小規模商業主体ある程度は商業を核としつつ､そ 民地主体となることから､商業

の他に大規模な業務 .住宅(宿泊) (主に物販.飲食)が主体となる

･文化,娯楽機能を複合する その他に生活関連業務,文化 .娯莱 (夜間性) .住宅(商業経営者向け等)を複合する

具体例 ワンス トップショッピングが可能 大規模店舗でカバーできない､特

(小売,飲食)な総合フルライン百貨店,専門特 定小数需要者対応の専門店,特化

化型百貨店,大型総合量販店 店や最寄品,貴い回り品対応の一般小売店等

フードコート,ワール ドレス トラ 高級 レス トラン,カフェ等､

ン等 バー,赤提灯等の夜間性飲食店

空間の質 . フォ-マルで象徴性の強い､ア- 人間味あふれるヒューマンな空間

形態 バンスケールの空間 歴史と現代等､様々な要素が混在

様々な空間がある程度の統一性を する変化に富んだ､多様な魅力の

持って平面的かつ立体的に凝縮 .集積する,賑わい性の高い空間 ある空間

施設展開 まちびらき時や4号緑開通時など 発生時期はまちまちであり､恐ら

時期 センター開発の節目となる時期に､く､初期段階以降､周辺人口定着
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2.ス トリー トイメージ

(1)各ス トリー トのイメージ

①第 1地区

●インターナショナル軸 (都市軸-アッパータウン南北軸)

センター北駅前から北の住宅地に至る通 りで､バリ,ミラノ,ニューヨーク等の

ブティックや宝石店,カフェ等が立地するお酒落な通 り｡

空間的にはヨーロッパ風の街並がリアルに再現される通 りとしてイメージされる｡

●アーバン ･ショッピング軸

アッパータウンの核的複合施設と集合駐車場を東西に連絡する通りであり､高級

品やユニークな持ち味のある物販 ･飲食店舗が立地するとともに､一方で､都市

的なライフスタイルを持つ特定の階層向けの住宅が立体的に複合する,都会的な

性格の強い通り｡

*常に最新の生括情報が入手できるような刺激的で生き生きとしている通り.

●アー ト&デザイン軸 (都市軸-ダウンタウン南北軸) [シンボルロー ド]

ダウンタウン東側の5尺から歴史博物館へ至る通りであり､文化,芸術,娯楽系の

施設等が多く立地するお酒落な通 りである.

1地区のシンボルとなる基幹空間であり､現代的で優れたデザインの建物と禄豊

かな樹木が調和する,ハイセンスな通 りとしてイメージされる｡

●エンターテイメント軸 [シンボルロード]

駅前広場と市民ホールを結ぶ通 りであり､大小様々な劇場やスタジオ等の文化創

造のための施設や飲食系施設が多く立地する rブロー ドウェイ｣のような精気と

活力をもつエンターテイメント性豊かな軸線.

昼間だけでなく夜間も賑わう､ダウンタウン的精気のある通 りである｡

●生汚軸 (都市軸-アッパータウン東西軸)

センターと周辺の住宅地とを結ぶ,住宅地とセンター (都心部)とのバッファ的

な役割を担う軸線であり､緑豊かで人々がゆったりと寛げる広場のある通 り
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(参第 2地区

●ファッション軸 (都市軸-アッパータウン南北軸) [シンボルロード]

南新と南側の住宅地を結ぶ､2地区のシンボルとなる基幹空間であり､極めて広

域性の強い軸線である.

ブティック,カフェテラス等のファッション性豊かな店舗だけでなく､ショールー

ム,銀行等の業務施設が多 く立地する｡

●クリエイティブ軸

アッパータウン南側の核施設と集合駐車場を結ぶ轍であり､24時間リアルタイム

で可動するオフィス,デザインショールーム等の業務関連施設を中心とし､低層

部に各種の業務支援サービス施設や､ トレンディな主婦,若者等がよりクリエー

ティブな生清をするための情報,商品を具体に淀供する各種の専門店 (特にファ

ッション,インテリア,AV関係)等が数多く立地する軸でもある｡

先進性の強い､ポストモダン詞の空間としてイメージされる｡

*大規模街区内は､バサージュ空間として通りが形成される｡

道路により分節されるため､通 りというイメージは希薄となる面がある｡

●エンターテイメント軸

アッパータウン西側地区の南駅-核施設-集合駐車場へ至る軸であり,補助幹線

道路,核施設等により細かく分節される軸線｡

小規模な映画虎 (シアターコンプレックス)や都市型娯楽施設 (スタジオ.ポーリング軌 ディ

スコ,カフェバー,レストラン等)を核とする､比較的若者が多 く集まる軸線｡

一帯は､若者の文化創造,情報発信の場としてイメージされる｡

●アーバン .ショッピング軸

アッパータウン東側地区の南新と核施設を結ぶ､やや勾配のきつい軸であり､周

辺住宅地のニーズに対応するような､紀ノ国屋やクインズシェフ的なやや高級な

食料品,日常買周 り店舗を核として､デリカショップ､バラエティグッズ,ホビー

ショップ等の都市生括関連の店舗が集積する賑わいのある軸｡



個々の店舗のファサー ド,ショーウインドーが工夫され､街並み全体がユニーク

に感 じられる空間としてイメージされる｡

*坂を多様に演出することにより､歩いて楽しめる空間とする｡

●ウェルネス軸 (都市軸-ダウンタウン南北軸) [シンボルロード]

都市緑地からダウンタウンの総合スポーツセンターに至る軸線であり､アッパー

タウンから見通せる象徴性の強い軸線でもある｡

脈,駅前広場に近接し､ しかも草の利便性も高いことから､多様な人々が利用す

る賑わい性の高い通りとしてイメージされる｡

健康,医療,スポーツ関連施設或いは自然食料品等の尉連店舗や外食関連施設

(ファミリーレス トラン,赤提灯,バブ等)が主体となる軸｡

また､通 りの表側には､路地空間と一体となって赤提灯,居酒屋等が建ち並ぶ,

ビジネスマン,OLの憩いの場を形成する｡

正面に象徴的な建物 (スポーツセンター)が配置された緊張感のある空間である

とともに､ヒューマンスケールの建物と緑豊かな樹木が辞和する､開放的 .健康

的な空間としてイメージされる｡

●インテ リジェント軸

ダウンタウン駅 .駅前広場から西側地区 (総合公園)へ至る軸線であり､業務施

設 ･業務支援施設が立地するビジネスマン主体の通 り｡

正面に象徴性の強い高層ポイント建物を控え､近代的な建物と緑豊かな外部空間

が適度にバランスを持って配置された､緊張と安 らぎの両面を併せもつ空間とし

てイメージされる｡

●シビック軸 (都市軸-アッパータウン西側東西軸)

アッパ-タウン部新→行政関連施設一線道 (せせ らぎ) ･西側住宅地に至る軸で､

行政サービス,生括サービス施設が多く立地する軸.

総合公園へ至るアプローチ動線 (グリーンマ トリクス)として位置付けられ､建

物は低密度でオープンスペースが豊かであり､通 りそのものも四季を感じさせる

花木とポケット広場がある等,全体として安らぎと落着きを感じさせる空間とし

てイメージされる｡
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●ショッピング軸

アッパータウン部西側地区南端に位置し､センタ-と住宅地を結ぶ軸であり､供

用開始時宜の早い比較的熱成された住宅地に近接し､近隣生括サービス的性格が

強い軸線である｡

草対応のスーパーや､最寄 り性の強い店舗 (ミー トショップ,フルーツショップ,

デリカショップ,衣料品店等)が多く立地する｡

ヒュ-マンスケールの建物とス トリー トファニチャー,中木の植栽のある道路空

間が一体となった生括空間であり,主婦,子供が主役となった精気と頗わいのあ

る空間としてイメージされる｡

●レクリエーション軸

行政関連施設と総合公園を結び､ レクリエーシヨナルなオープンスベ-スとし

ての性格が強い軸線｡

沿道は､インテ リジェントオフィス等の業務施設が主体につなりつつも､通 りに

沿った低層部には､企業ショールームや レス トラン,カフェ,スポーツ施設等の

業務支援施設が数多く立地する.

通 りに面するレス トラン等の施設は､水,緑等の自然環境と一体となった構成を

積極的に取 り入れる等､通 り全体が,開放的でくつろげる空間としてイメージさ

れる｡







(2)ス トリートデザインの基本方針

①全体方針

●整備水準は､一般市街地における水準より高くし､21世紀都市としてのタウン

センターのアイデンティティを明確にする｡

また､沿道部分に民地が多いス トリー トについては､滑和のとれた街並み空間形

成を誘導する意味で､一定の個性を持たせるb

ただし､事業の制約等を考慮し,重要な通りは思い切って整備水準を上げるなど､

全体としてメリハリを付ける｡

【重要路線】都市軸 (特に南北方向)

●横浜市の地域性,港北NTの地域性等､これまでの街路デザインの方向性､周辺

既存街路との整合性を考慮する｡

*特に港北ニュータウンにあっては､せせらぎ,緑等の自然環境を積極的に取

り込んだデザインとしており､センター内にあっても､こういった姿勢は掩

襲していくことが望まれる｡

(開発目標の ｢自然と調和するセンター｣を実現する手立ての 1つとする｡)

●分かり易く,利用し易いセンターを形成するため､各ス トリー ト毎に一定の統一

的デザインを導入する｡都市軸については､特に重視する｡

●紺かなスケールでデザインに変化を持たせるよりも､基本的におおらかなデザイ

ンを行うこととする｡また,要所要所でアクセントとなるポイント設定し､その

箇所については､大きく変化を持たせる｡

【アクセントポイント】

･交差点部分 (街角広場に接する部分も含む)

･地区外からの出入口 (ゲー ト)､バス停留所回り

･アッパータウン部とダウンタウン部の境界部分
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②各要素別の方針

a.断面構成

基本的な構成については､既に以下のように提案している｡

●都市軸

1地区 2地区

シンボル道路(A) アート&デザイン軸 ファッション軸

シンボル道路(ち) エンターテイメント軸 ウエルネス軸

○シンボル道路(A) ○シンボル道路(a)

1地区 2地区

歩革融合道路 アーバンショッピング軸(+) アーバンショッピング軸ショッピング軸エンターテイメント軸

書一部分は､区画道路,歩行者専用道路となる.

○歩草融合道路

ど∋
T r12



b.街路樹

●豊かな自然を取 り入れた美しいセンターとするため､全てのストリートに一定

量の街路樹を保する｡

●四季の変化を演出することを重視する｡

例えば, 1地区 :秋の街､2地区 :春の街

●特に都市軸については,同一樹種を採用して､街路樹の面からも統一性を持た

せる｡

●都市軸については､地域のイメージ形成 ･付加価値形成を考慮して､初期段階

から一定程度の緑を確保することを考える｡

C. 舗装材

●基本的におおらかで端正なデザインとするため､素材の数は少なめに抑え､素

材の大きさや色､模様のパターン等で変化を付ける｡

全体として､自然石又はそれに近い素材をメインに据え､ス トリー トの性格に

よって使い分ける｡

(3)各ス トリー トの具体構成イメージ

前言己のイメージ,方針等を腐まえ､次頁以下に各ス トリートの空間,用途構成等の

具体構成イメージを提示するD
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d 節 1 地 区 = ア ー ト & デ ザ イ ン 事由

/i/一夏 空 間 構 成 イ メ - ジ ー勾玉.伊打

基a的条件 ①位 置 ダウンタウン部東側地区の中央を南北に貫通 し､歴史博物館へ至る通 りである.鳥尺南側改札口とも連絡する. l扇 ･ 弓1,寵 t■堅 義 喜 霊

②沿 道 換 地 状 況 沿道の東側に核的複合施設 (公団予定)が立地する以外は､全て100rrf未満の小満模宅地 となっている.

◎用 途 .容 積 商業地域､600/80% (歴史博物館の部分のみ 400/80%)

(9幅 見 ､ 延 長 等 ●幅員 :22m ●平均勾百己:約3.1%(大部分0.5%､一部4.7%)●延長距離 :約330m ●道路区分 :4種3級､設計速度30km/h

⑥交 通 機 能 ●歩 行 者 :センタ-北朝 南側改札口から核的施設､歴史博物虎等へのアプローチ動線であ り､比較的 目的性が強い土,日等の休 日には相当量の交通量が見込まれる.●自 動 車 :沿道施設へのサービス機能が中心となり､交通圭はあまり多 くない○

くさ空 間 特 性 歴史博物銀までビスタが通るとともに､2地区をも見通せる極めて象徴的な空間である○沿道の西側が全て小規模宅地となっているため､幅員以上の広がりを感 じられる開放的空間である○

斗成イメl ⑧基本的位雀付け 1地区を象徴する文化性,芸術性豊かなシンボル通 り○

⑨用 途 イ メ ー ジ 商業,文化 .娯楽施設が主体となり､住宅は複合 しない.日常生活対応ではなく､より高次の生精を楽 しむための､最新の生括文化情報等が常に受発信できるような､先進的な枚能が集積する通 リとする.また､夜型の都市枚能を積極的に導入する○

⑩空 間 イ メ ー ジ 高木の並木とテザインのせれたハイセンスな建物が連続 し､ア-バンスケールの軸線 を形成する象徴的な空間とする.創造性豊かな空間とするため､'建物形態,色彩等は細かく規制せず､最低限の内容に留めるが.テザインの優れた施設建設を誘導する意味で､公共施設,核的施設は水準の高いものとする.道路幅員が比較的広幅貝であるため､壁面後退は行わない○ペンシルビルの乱立防止のため民地の共同化を親権的に誘導する○ -走5-の葡即土､建物の高さを叔-する. 二三 :二 三 二二Ll-,-j fff等棚/､＼
ジ

街路樹は､クスノキ等の高木の常緑樹 (列植式) 至ル文化財公園 `̀'lq Iも 覇 葵 讐 _' O
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- 頚写 1 地 区 ; エ ン タ - テ ーrメ ン ト事由

垂 間 構 成 イ メ - ジ ー 司1.伊LF

塞礎的条件 (D位 置 ダウンタウン部西側地区を南北に貫通し､駅前広場､北駅南側改札口,市民ホール (予定)を結ぶ通 り○ Il Tkj /

駅前広場

(診沿道 換地状況 ●西 側 :300-500nf程度の中規模民有地が主体○●東 側 :150-200mz程度の中小規模民有地が主体. lll- -

HII ∫ □LJー ⊂ 二 二 二:コ= ;

甘 ｣ 骨

(多用 途 .容 積 等 商業地域､600/80%

(むゾ ー ニ ン グ 中 .小規模商業系ゾーン

)民地の共同化の誘斗1地区の顔となる駅前広場に面する民地部分でのペンシルビルの乱立を防止するため 棟在的に共同化を誘

(9幅 員 .延 長 等 ●幅員 :16m ●延長距離 :約130m ●平均勾配 :約1.5% ii聾■一閃 ■■■ __ ｢由仁コ

(参交 通 機 能 ●歩行者 :センター北馬尺､駅前広場から市民ホールへ至るアブロー

チ動線.市民ホールでのコンサー ト開演 日等は､相当量の交通量が見込まれる.●自動車 :沿道施設へのサ-ビス機能が中心 とな リ､交通量は少な 導する. Ⅶ 『で ____南側改札口l l
､ 4. 皿 面D ]竺芸濃 JnL妄言芸志和

通りー特取づけ､尾わいをもたらすような集客力の高い文化､娯禁系漣 -』 日 通りというよりは.リニアブラ l芸三三誓書筈写誌 tt,孟苦勘

い○車の進入は朝晩の一定の時間帯に限定される. 射 "謝 芸 ･LHい一一

(診空 間 特 性 延長距能が短 く､しかも､北側 (駅前広場側)が閉 じられ､南側の市民ホール側のみビスタが通る構成になっており､適度な閉鎖性 を持つ.通 りというよりは､細長い広場的な空間である○

I 奮 〔 ≡ ヨ ー≡ 白[ヨ

l

構成イメl ⑧基本的位置付け エンターテイメント性豊かな港北の ｢ブロー ドウェイ｣

DT部西周地区佑隊を持たづ最重要ポイ､トであり 一ザ詞i至l

⑨用 途 イ メ ー ジ 申′J､規模の商業､娯楽施設主体で､一定程度の業務施設 を立体的に

複合する.ただし､住宅は複合 しない.シアターコンプレックス等の準核的娯楽施設 を中心に､ レス トランカフェ,パスタショップ,ピザショップ,パブ,居酒屋等の飲食や小物雑貨,アンティーク,アクセサ リー等の特化型物販等の若者対応施設が複合する○業務施設は旅行代理店等のサ-ビス業務が主体 の交差部にハンプを設ける. I I '､ユ′ ､丁の鍍れたシンボル性の高い建物とEする. I

トー?.一･.一一▼TT一一.●-1 l

I.-__+I ′む ＼ 日 日 b b b 7 8'トホ-ル 回田nE] I. 敬･%. Ill】
⑩空 間 イ メ ー ジ 市民ホールを含め,建物,看板,ネオン,ベーブ等の色彩,デザイ Q:奄○0

ン等にテーマを持たせ､特色のある通 りとする.建物高さは､5-6 E2)a大水-ル
階程度のヒューマンな高さとし､親 しみを持てる通 リとする.道路は､車道部と歩道部は区別せず単断面とし､ベーブも一体的な ′ヽ.-一筆這LJo棺■

ジ ものとする等､細長い広場的な構成とするo街路樹は､中木で常緑､落葉混木とする. (ランダム式) ･毎もこす一 i.-kbこ_′Jノ.□(/I..∴=､..毒i≧一一 1
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I～ 第 2 地 区 = フ 7 ツ シ 三ユ ン 事由

ス ト リ - ト の 去基本 的 特 ･F生 空 間 構 成 ィ .メ - ジ ･串 .伊Lr

LT)位 遭 アッパータウン中央部を南北に其通 し､センター南新と南側地区

外住宅地 とを結ぶ通 りである｡

②沿 道 換 地 状 況 ●西側 :鳥尺前の核的複合施設 (民地共同化)を除き､殆どが100JTI

程度の小規模民有地

●東側 :駅前の大規模民地､核的複合施設(公団)､新羽 ･荏田緑

沿道の公団及び民有地を含め､全て大規模敷地である｡

(多用 途 ･容 積 ●駅前及び東側の核的複合施設用地 :商業地域､600/80%

その他 :近隣商業地域､400/60%

(むゾ ー ニ ン グ 新前から南に向かって大須模複合施設ゾーン､大規模商業系ソー

ン､中 ･小規模商業系ソ-ン､商業 ･住宅系ゾーンとなっている｡

(9幅 員 ､ 延 長 ●幅員-駅前ベデ部 :30-40m､シンボル道路 :22m

●全延長 :約355m (獣前:160m､シンボル道路:150m.その他:45m)

+勾配-5尺前ベデ部 :1.3%､シンボル道路 :2.5%

(む交 通 槻 俄 ●歩 行 者 :北側地区外居住者のメインアプローチ動線であると

ともに､来街着のメイン動線でもある｡

土,日等の休 日には相当量の交通量が見込まれる｡

●自 動 車 :沿道施設へのサービス槻能が中心とな り､交通量は

あまり多 くない｡ (シンボル道路部分)

⑦空 間 特 性 駅前から通 り全体を見通すことができ､極めて象徴性が高い.

大きくは､長尺前の広場空間とシンボル道路空間に 2分される.

@基本的位置付け

構

成

イ

メ

ー

ジ

2地区を象徴するファッション性豊かなブールバール

@用 途 イ メ ー ジ 商業､業務施設が主体となり､住宅は複合 しない｡

各企業のアンテナショップ等､流行の最先端を行 く施設が並ぶ.

⑩空 間 イ メ ー ジ 公共空間､沿道建物含めて､空間全体がポス トモダン調のデザイ

ンで統一された､先進的なイメージの強い空間とする｡

核的複合施設 を含めて､沿道建物は､5階程度のヒューマンな高さ
*

に統一 し､通 りとしての連続性 を確保する.

駅前及び道路空間が広いため､壁面後退は行わないこととする｡

街路樹は､ケヤキ等､春､夏をイメージする高木の落葉樹｡

*高さを親制しなくても､沿道の地下鉄上部は5陪程度しか建てられない.

Lg

._

.●

J街角広串の確保

都市弾と回違和の7ク｡スポイントに面
する淑地については､一定の壁面後退を
義務付け一乗街着の憩いの査問を確保する
*基本的には公共用地として確保するが､

止むを得ない常食は､換地設計上.極
力､公団用地を当て込むよう配慮する.

T民地の共同化

ペンシルビルの乱立を防止するためー
民地の共同化を概桓的に誘導する.

王ル市民ホール′

d線の払点の形成

シンボル道路の淋浪部に当たる部分l
公開空地の確保と強化を義務づける.
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r 男序 2 地 区 = ウ エ ノレ ネ ス 事由

ス ト リ - ト の 基 本 的 特 ･性 空 間 構 成 イ メ - ジ ー 勾玉1夢Ll

①位 置 ダウンタウン部中央を南北に貫通し､アッパータウン部シンボル

広場と総合体育館を結ぶ通 りである｡沿道に公的駐車場が立地す

し､駅前広場南新ダウンタウン改札口､バス停留所に近接する｡

⑧沿 道 換 地状 況 ●北 側 :横浜市用地 (総合体育飽)､大規模公団及び民地が集中

●南 側 :殆どが75-150rrF程度の小規模民有地｡

③用 途 ･容積 等 総合体育館を含む街区 :商業地域､400/80%

その他 :商業地域,600/80%

(むゾ ー ニ ン グ 総合体育館街区 :スポーツ ･レクリエーションゾーン

その他 :中小規模商業系ゾーン

(9幅 員､ 延長等 ●幅員 :16m ●平均勾配 :1.2% ●延長距離 :約 150m

⑥交 通 機 能 ●歩行者 :総合体育虎へのアプローチ動線.

●自動車 :沿道施設へのサービス機能が中心となり､交通量は少な

い｡車の進入は朝晩の一定の時間帯に限定される｡

(多空 間 特 性 アッパータウン部からは､総合体育館に至るまで通 り全体を見通す

ことができる象徴性の強い通りである｡両側が小規模敷地となって

いることから､幅員以上の広がりを感じられる開放的な空間である

(参基本的位置付け ダウンタウンを性格付ける､穎豊かなリフレッシュ通り｡

(多用 途 イ メー ジ 中 ･小規模の商業 ･業務を主体とし､住宅は複合 しない｡

通りに面する表側は､健康,スポーツ関連施設或いは自然食品等

等の関連店舗や, レス トラン,カフェ等の昼型の施設を主体とする

が､高架側の表側は､赤提灯,居酒屋等の夜型飲食.娯楽施設等

が立地する｡

鵜雑で､不健康なイメージのする通 りとならないよう,風俗営業等

の業種は､ある程度規制する｡

⑯空 間 イ メー ジ

｣ ー

沿道建物の高さが5-6倍に統一され､所々に路地等が通るヒューマ

ンな魅力のある空間とする｡

個々の建物内､敷地での緑化を義務付け､穎豊な通 りとする｡

街路樹は､クスノキ等の高木の常緑樹 (列植式)とする｡

道路幅貝が比較的広いため､壁面後退は行わない｡

ペンシルビルの乱立を防ぐため､民地の共同利用を誘導する｡

～ 見晴らし広場 _】窄投広場の形成
DT部との速読性 を■的に確保する
とともに ､ダイナ ミックを景蚊拠点
を形成す るため ～傾斜面 を利用した
階段広場 を形成す る.

L求心性の強い､集散的な広坊空間の形成
東西方向の都市軸と南北方向(DT側)の都市軸が重なり､7イストップとな
る位置にオベリスクを狂き.それを中
心としたー求心性の強い広や構成とする
(2地区のF'へそ"となるか分)

L建物の高さの萩一

通りの連続性を確保するとともに'
開放的な通I)とするためー沿道か
ら一定b-の部分については.建物
高さを5持程度に叔-する.

■センターのゲートの形成

同 じデザインの建物をツインに
記ZLLーセンターのゲートを形
成する.

lI象徴的なBR舎建築の実現
シンボル道路のビスタを受けるBR舎部分は,デザイン等に充分配慮ー2地区のイメ-ジ形成ににつながるような食敬的な建物とする.

)施-d内活動の広場へのにじみ出し
広沓空間が広大なこともあり､広箪周りでの壁面後退は行わない.むしろ一棟蛭的に広尊重間を活用し､様々なイベント商業活動を行うことを突崩する.

b街路横の連液性
道路部分の街路樹をベデ(広中)部分まで連続させ.通りとしての一体化を回る.





シンボル広場イメージ

(1)基本的考え方

ニュータウン全体,或いはセンター全体と関連付け､シンボル広場の基本的構成を以

下のように考える｡

グリーンマ トリックスの起終点として､自然(水,緑,地形)を積庵的に取り込む

●港北NT全体のデザインポリシーを受け継ぎ､ 自然要素を横極的に取り入れる｡

これにより,他の中心市街地にない "ゆとり"と "うるおい"のある ｢都心性

と自然性の粛和｣する､センター独 自のアイデンティティを創出する｡

●グリーンマ トリックスは､ r緑道 (せせらぎ空間)｣とその結節点となる r公

園,広場｣部分に分節化されており､センター地区を取 り囲む形で完結されて

いる.

それらのグリーンネットワークをセンター内に引き込み､センター内で完結す

ることを考え､センター外の禅道とネットワークするシンボル道路の緑化と､

その結節点としてのシンボル広葛への自然要素の横極的導入を図る｡

ただし､多様な魅力のあるセンターづくりを目指すために､周辺土地利用,位

雀関係等から､1,2地区それぞれ以下のように構成する.

1地区 ･地区の東西が何れも住宅地区であり､歩専道が一部点綜ベデであり､ しかも

北側地区外へ伸びる歩専道の幅員も､2地区に比べやや狭いなど､グリーン

ネットワークとの関係性､結び付きがやや弱い面がある.

･また,周辺にも､まとまった緑等を有する空間がない○

･このため､ネットワークとの結び付きを強射し, uうるおい"のある空間と

するため､広易自体に緑,水の自然要素を額極的に取 り込むこととする｡

2也区 ･アッパータウン西側が行政圏連ゾーンであり,比較的緑豊かな空間を形成す

る可能性が高いし､隣接して総合公園等もある等,多様な魅力のある空間の

演出という観点からは､緑の拠点ではなく､他の演出を図るべきだと考える

･更に,南側地区外へ伸びるシンボル道路も高木の列櫓が予定されているなど

ネットワークとの結び付きは､比較的強いと吾える○

･このため､NTの特色の 1つである, r高低差のある地形｣を積極的に演出
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@ 常に娠わいと精気のある､イベント性豊かな空間を創出する｡

●センター開発戦略或いはCI戦略としての様々なイベントが展開できる場とし

て､シンボル広場を位置付ける,

イベントを通じて,センターを広く世間に知らしめるとともに､センター自体

を活性化させる拠点として､額極的にイベントを展開することとし､それらの

イベントが何時でも自由に展開できる受け皿として､境権的に位置付ける｡

●一方で､シンボル広場は､NT内の生活動線のネットワークであるオレンジネ

ットワークの起終点でもあり､NT内外の多様かつ大玉の人々が出会う､コミュ

ニケーションの境として位置付ける｡

広場自体の規模や後背ソーンの広がり等を勘案し､ 1,2地区それぞれ以下のよ

うに構成する｡

1也区 ･2地区ほど後背エリアが広くなく､しかも空間そのものが,建物に適度に

囲まれ､ヨーロッパの広場のようなヒューマンなまとまりがある○

･2地区と対比する意味で､より親密なコミュニケーションを図れるような
■-1

地域的イベントが行われる場とする○

2地区 ･近接する買物空間としてのエリアが広く､かつ西側の行政ブロック､総合公

園等もあることから､業務 .レクリエーションを含めた多様な人々が集まる

場として想定される.

･開発理念で掲げている r生活 .文化拠点｣を象徴する拠点として､お祭り､

コンサート､集会等のNT全体に関わる大規模なイベントがいつでも､自
●-2

由に行われる場とする○

･歩行者だけの広場として r日本一Jの規模を有する､センターを代表する広

*11:お崇的.興業的なイベントというよりは､人 の々発表の噂或いは人 が々自発的に催すようなイベント

の喝として想定される.

+121こういった空間は既存の商業業務地では殆ど見られないため､センター独自の個性づくりという意味

でも､稚唾的に形成することが望まれる.



(2)具体の空間イメージ

前記の基本的考え方を塔まえ､具体の空間構成イメージを以下のように考える｡

(D共通内容

●都市緑地とそれを取 り囲む歩専道は､空間構成上は､一体のオープンスペースと

して取り扱う｡

●シンボル空間を取 り巻 く施設とも一体となった空間づくりを行う｡

●広場自体の規模が相当大きいため､施設との一体的なまとまりのある空間とする

ため､現実のように公開空地は義務付けず､極力広易いっぱいに建物を建てる｡

②個別内容

具体のイメージは､改頁図に示す｡

a.第 1地区 - 水と頼豊かで落着きのあるヨーロッパ広場

●適度な囲み､閉鎖性のあるヨーロッパ風のシックな中庭広場とする｡

●広場をまわりの建物の 1階部分は､コロナ-デ空間を形成することとし､一定

の壁面後退を義務付け､ヨーロッパ広場としての統一性を図る.

●広場空間を含めた､ 1地区駅前周辺の歩行者空間全体を流れる､落ちる､溌き

上がる等の水の様々な特色が見られる空間とする｡

l)広 場 部 分 :噴水空間

並)駅 前 広 葛 :落水 ･滝広葛 (例えは新宿三井ビルの足元部分等)

塩)広場-ダウンタウン東側部分 :流水 ･せせらぎ広場

●広場内には､できるだけ多く植栽 (例えは中木の列植)し,落着きのある空間

をつくる｡

b.第 2地区 - センターを代表する自由広場 (サン ･マルコ広場)

●多様な使い方ができるイベン ト広場とする｡

このため､広場自体のレベル差 (1m)は,勾育己の凄いのスロ-プ或いは巌やか

な階段状に処理するようにし､極力､フラットな構成としする.
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●アッパータウン部とダウンタウン部の境界部分については.高低差の激しい地

形をそのまま演出することとし､傾斜地を利用した r階段広場｣を形成する｡

●東西方向の都市軸とダウンタウン側の都市軸が重なりアイス トップとなる位置

に､シンボル塔 (オベリスク)を置き､それを中心とした求心性の強い広場構

成とする｡

●2地区全体の r緑の拠点)である総合公園と対比する.賑わい性の高い広場空

間を形成する意味で,植栽は一切 しない｡

●広場を取 り囲む施設内には､ア トリウム空間等の半外部空間と植栽等の緑を額

極的に取 り込むこととし､広場と施設を含む一体空間としては,称を確保 して

いくこととする.

●広場に賑わい性を持たせるため､広場に面する施設の 1階部分には,主に､物

販,水食等の用途を導入することとする｡

また､同様の主旨で､施設側のイベント､商業活動のにじみ出しとして､広場

空間を積極的に亨舌用することを奨励する｡



Id ニ/ ン ポ ノレ広 場 の -r .メ - ジ

r修 正 秦 】

●第 1地区 (緑と水の広場-ヨーロッパ広場)

●第 2地区 (イベント広場-サン ･マルコ広場)

【現 曾十画 素 コ

●第 1地区 (森の広場)
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●第 2地区 (集いの広場)







■ゾーン別施設展開イメージ (3憲ここ 核的複合施設 ゾーン 大規模商業 ゾーン 中小規模商業ゾーン 業務系 ゾーン 商業 .住宅系 ゾーン 文化系ゾーン スポーツレクリエーションソーン

延床面積の配分 (ha) (需要予卸値) 19.3 9.9 13.8 14.1 17.7(実質予測値) 31. 1 15.3 19.2 17.2 19.7

商 業 系 ･ワール ドフー ドマーケ ッ ト･バラエティワール ドショップ･デ リカテ ッセン,フー ドコー ト ･ワール ドカーショップ ･ペットショップ ･ライフサポー トショップ ･スポーツショップ･フラワーガーデンシヨツ･ナチュラルショップ

飲 食 系 ･テーマ型 レス トラン･特化飲食 (エスニック等) ･ステージレス トラン ･ナイ トレス トラン･料亭,カフェ,パ ･ナチュラル レス トラン

業 務 系 ･各種情報センター (国際,生晴等)･業務支援機能･データバンク･交流センター･コンサルティングセンター･ギャラリー,ショールーム･コンベンション ･マスコミ,放送･コンベンション･デザインオフィス･リビングギャラ リー･ホームマーチャンダイジングマー ト ･農園指導センター

宿 泊居 住 系 ･ホテル,ブティックホテル･バンケッ ト･ホテル油用型コン ドミニアム･住居機能付きオフィス ･ビジネスホテル

文 化芸 術 系 ･サテライ トスタジオ (TV.FM) ･ミュージアム ･クラフ トビレッジ ･劇団オフィス等 ･歴史博物館 ･野外劇場

･各種劇場･アー トミュージアム･カルチャー&クラフ トセンター (サイエンス,ヒス トリー,チル ドレン) ･ア トリエ･演劇研究センター･ア トリエ,稽古場 ･文化センター ･アウ トドアシアター

スポーツ系 ･総合スポーツクラブ(フィッ トネス,イン ドアプールダイビングプール) ･屋外スポーツ施設･屋内総合スポーツ施設･キャンピングエ リア

ヘ ル ス 系 ･リフレッシュ&メディカルケア一ウエルネスクラブ･クリニックセンター

アミューズ ･トラベルセンター ･ヘリビジョンシアター ･ライブハウス ･コミュニティホール

メン ト ･イベン トスペース ･シネマコンプ レックス ･フェスティバルマ ･コミュニケーション

レジヤ-系 ･ディスコティツク ･アクアリウム -ケツ ト プラザ

サービス系 ･チケッ トセンタ- ･各種 レンタルショップ

そ の 他 ･スベシャリテ ィカ レッジ ･農園 (レンタル,ハイテク)･クラインガルテン･バイオバ-ク,親水公園一フィッシングバーク



(3)核的複合施設の構成イメージ

4つの核的複合施設の関係性と開発に係る基本的スタンスは次のように捉える.

①タウンセンターの開発基本コンセプ トの具現化

･タウンセンター及び1･2地区それぞれの特性を強化 ･表現する

*ライブリッド･シティのコアとしての役割をもつ

･1･2地区の関係を受け止める

･'L光'一と "普"のモチーフを表出する

･織能展開は基本的に敵合一Li-brid-

*カオスーー 特定領域の秩序化

② 1･2地区の関係と核的複合施設

･1･2地区は一体であり､ワンセンターとして認識する

･核的複合施設はタウンセンター全体の基本コンセプトを受けつつ､それぞれに独

自の開発テーマとコンセプ トをもつ

･1･2地区の空間的隔たり,個々の核的複合施設をつなぐ様々な装置として特徴

ある空間をもつ

*ライブリッジ :1･2地区を結ぶ (コリダー),地区間を関係づける

シンボルロー ド,シンボル広場,地下鉄 3･4号緑,中LLr･北山田線,

佐江戸 ･北山田緑 等

@機能構成

･個別の機能構成イメ-ジは,商業 ･飲食 ･生括サービス系のベーシックな機能は

全てに備わっており､かつ基本的にあらゆるものが融合する形態を各施設がもち

得るものとする

･施設展開の手順,コンセプ トの表現方法等で実際に建設される内容が左右される

ことから､機能構成をあまり特定し規制 しないようにする

･タウンセンター基本コンセプトを表現する4街区の関係性のみ右図のようにイメー

ジ付ける

JI核的複合施設の構成イメージ

l≠綱 化 紺 野 拡 l

I lls-



2.核的複合施設の施設整備コンセプト

4街区の核的複合施設の施設整備コンセプ トを以下のように設定する｡

① 1-A街 区 (共同化義務街区)

｢国際性をテーマにした商業とホテルを複合した施設｣

一一サブ概念 :『音と光の "交響化''-シンフォニーー』

○インターナショナルな商品構成をベースにライフスタイルを 提案するショ

ッピングプレゼンテーションステージづくり｡

○宿泊機能とバンケット機能を備えた多様な交流センターとして､24時間

化に対応できる器づくり｡

○ニュータウン全体のランドスケープとなるシンボルタワー｡

② 1-B街 区 (計画建設街区)

｢生括 ･文化の情報発信性の高い様々な施設の複合｣

一一サブ概念 :『音と光の "静寂化"-サイレントー』

○地域文化の創造を担う施設機能の導入と世界を視野に治めたカルチャー

&アー トステージづくり｡

○様々なターゲットに対応 したエンターテイメントを用意し,文化創造の

装置となる話題性と先進性の追及｡

-114-

(参2-A街 区 (共同化義務街区)

｢比較的オーソドックスな商業とスポーツとを複合 した施設｣

一一サブ概念 :『光と音の "躍動化"-ダイナミックー』

○様々なニーズ ･ウォンツに対応 した商品構成による､ライフスタイル全

般にわたる情報発信基地づくり｡

○都市型スポーツとヘルス積健の総合的一体化による､新しいアミューズ

メントスタイルの提案｡

○センターを代表する施設として､開放的なコミュニケーションセンター

づくり｡

堰)2-B街 区 (計画建設街区)

｢専門色の強い商業とオフィスとを複合した施設｣

一一サブ概念 :『光と音の "内在化"-ハーモニーーJl

○利便性を備えることによってオフィスワ-カ-の油性化を図る､アメニ

ティ溢れる環境づくりによるビジネスリゾー トづくり｡

○ニュータウン内のR&D機能や先進的企業の集積による情報受発信の拠

点づくりと､それらの支援,交流の場づくり｡

○ビジネスゾーンの閉鎖性を排除したイベント空間とセンター内外に存在

をアピールするシンボルタワーづくり｡



3.各施設の関係と施設構成イメージ

〔第 2 :句生区 コ

ブリ-ン ポ - ト フ~ラ ザ

L撃革製;
スポ-ツ ･へノレス

商 議等 ･ フーミ _=L- ズ _メ ニ/ ト 機 首巨

商業 ･飲食あるいは商業 ･業務最

能を複合しつつも巨的性の強い施

設を強況する施設 をイメージする

○特化専門店

○バラエテ ィグ ッズ

○ コミュニテ ィ

○スポーツクラ ブ

○ヘルスクラ ブ

[三 重 司 噌

L璽_7S_JiJ

ヒージ ネ ス デ ザ イ ン コ - ト

○先進 ･先端作句投能

･データバンク

･ニューメディアショールーム

･生繕仲村センター

○各種コンサルティングカウンタ-

O住居嶺蛇付きオフィス

○イベントスペース

○各種サービス菜王等

･オフィスワークサポートセンター

･ビジネスコミュニケーションセンター

〔第 1 地 区 コ

フー- ノヾン t=Jレノヽイ ラ イ ズ ニーテ ィ

しき空車_:

⊂共 r司 イヒ薮 務 子方 区 コ

三/ ン ポ ノレ広 場 と:

- 体 白勺↓こ形 成

○特化専門店

○ トラベルセンター

○スーベニア ショップ

〇匹I際性

･国際交流セ ンター

･インターナ ショナルバザ ール

･ワール ドマーケ ッ ト. レス トラン

○多 目的ホテル,コンベ ン シ ョンホール

○コン ドミニアム

○カルチャー

･クラフトセンター

･ライブハウス.ディスコ

○シアター

･ハイビジョン.ワークショップ

○サテライトスタジオ

･CATV.FMスタジオ

○アートミュージアム&デザイン

･舞台芸絹,央毛先mg,スタジオ

･アトリエ,ギャラリ-,展示
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⊂計 画 建 言見 守方区 コ
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1核的複合施設の施設構成イメージ一覧

表芸㌘ヱ竺 1 - A (民有地) 1 ~ 『 計画建設用地) 2 - A (民有地) 2 - B (計画建設用地)

商 業 系 施 設 『ワール ド マーケット』 F'カルチャー マーケット』 『ジェネラル マーケット』 『スベシャリティ マーケット』

百貨店的要素 ｢ワール ド ファッション ス トリー ト｣高級百貨店(イメージ :バーク ドルフ/グッドマン/サックス5thAve等) rジェネラル ス トア｣-比較的一般向*フルライン規模 百貨店

GMS的要素 ｢コミュニティマー ト｣一一比較的一般向けのGMS (2地区にあつては､周辺状況もあ り､核的複合施設以外で立地を考える)

専門店街的 インショップ形式で､多 くの高級専門店を rワール ド アー ト&デザイン モール｣ ｢専門特化大店｣

要素 持つ *ロフ ト的イメージを持つ,デザイン特化型 *ファッション,リビング,雑貨小物

飲 食 系 ｢ワール ド レス トラン｣ rデザイナーズ レス トラン｣ ｢フー ド コー トJ rデリカ テッセン｣ ｢スカイレス トラン｣

業 務 系 施 設 ｢ビジネスデザインオフィス｣ ｢デザイン センターJ ｢オフィスワーク サポー トセンター｣

｢インキユベ-ト オフィス｣ ｢リビング ギャラリー｣ ｢各種情報センター｣

｢国際交流センター｣｢コンベンション センター｣ ｢ワール ドカ-ギャラリー｣*ショールームを伴 う業務系施設 *国際.生活,タウン等｢ニューメディア ショール-ム｣*データバンク等を含む｢ビジネスコミュニケーションセンター｣｢各種コンサルティングセンター｣

宿 泊 系 施 設 ｢ホテル｣ ｢ブティックホテル｣

住 宅 ｢コンドミニアム｣*ホテルのサービス機能括用型 ｢住居機能付きオフィスJ*オフィスとの互換性

ス ポ ーツ系施 設 ｢付属イン ドアプールJ｢ウエルネスクラブ｣ ｢総合スポーツクラブ｣*フィットネスセンター,インドアプール,ダイビングプール｢クリニックセンター｣ ｢リフレッシュ&メディカルケア施設J

文 化 .娯 楽施 設 ｢トラベルセンター｣ rパフォーミングアーツセンタ-｣ ｢ミニシアター｣ ｢イベン トスペース｣

*大劇場,実験劇場, ミニシアター｢モダンアートミュージアム｣｢ディスコティツク｣｢カルチャー&クラフ トセンター｣｢サテライ トスタジオ｣ rCATV,FM｣ ｢カルチャースクール｣｢チケットセンター｣ ex)スペース バー ト3

患 革 場 700台 700台 700台 700台

建 物 イ メ ー ジ 低層部は拡がリを持った空間 シンボル道路や敷地形状を意識 したリニア 8- 10階までのオーソ ドックスな商業建 低層部は拡が リを持った商業
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4.核的複合施設の建設イメージ

(1) 1-A街区 (民有地-共同化義務街区)

■ 施設内容及びボリュームイメージ

施 設 内 容 施設ボリューム (nf)

●ワ ー ル ド マ ー ケ ッ ト 高級百貨店+専門店街等 約 39,000

●ワール ドコンベンションセンター ホテル 約 47,000

コンベンションセンター

豊かな施設) ビジネスデザインオフィスコンドミニアム等

●駐 車 場 自走式地下駐車 約700台 約 18,000(25rrf/台)

■ 平面構成イメージ図

) 計画諸元

敷 地 面 積 1.8ha

法定建ぺい率 80%

法 定 容 税 率 600%

建 築 面 額 1.l九a

建 ぺ い 率 60%

延 床 面 萌 8.6ha

*延床面枚は.基準法廷床面横を示す.

■ 立体構成イメージ囲

駐車場







E]
t外観イメージ
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(2) 1-B街区 (計画建設用地)

J 施設内容及びボリュームイメージ

施 設 内 容 施設ボリューム (rrI)

●カ ル チ ャ ー マ ー ケ ッ ト GMS的コミュニティマートデザイン特化型専門店 約 41,000

●カルチャー&デザインコート デザインセンターリビングギャラリーアー トセンター(血中､映画銘等)ブティックホテル等 約 50,000

●駐 車 場 自走式地下駐車 約700台 約 18,000(25nf/台)

■ 平面構成イメージ図

I . .. i. 王i f L ▲
一lノl . 惜 Tm7m頂il D -

lIlt l■:一 I;! ー_I

i.

I-- L- -A_◆_ 一
■■ 一II

M,." ..脚 .LylY.a.-.id .H.-M"MJ

芹lii出口 正一蕪㌫…≡6F:::Stilt冊

き蔓F:......,..=≡享…蔓≒≦去
I チス -/1:l==;:

ウンジlSF 一一- 一一､_

■ 計画諸元

敷 地 面 積 1.9ha

法定建ぺい率 80%

法 定 容 積 率 600%

建 築 面 積 1.1ha

建 ぺ い 率 60%

延 床 面 積 9.1ha

*延床面横は､基準法延床面横を示す｡

■ 立体構成イメージ囲
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』 八｢I 【平面図@ @ @ @

馳 妬眼 駐車(亘) 入口 B--_｣

25 i カルチャ-TB蒜腰 覇 凱 ル チ ャ-マB-2F,:yll き 芸., B2F-1F IL.
ゴ ア 出口 < カルチャ-- インコ言古 庸 腎 . 霊 6禁 .(,J讐 4F

= こ こヽ 劇 場 J 川i ＼ モダンミュージアム7F,-8F′ヽ カルチャーマーケット6F DNPH A

■■- 6F～8F
28 (7F.8FVOⅠD) バサージ

I (:蛋)- 汝出入口>i ■ 一3F～6F

J L.､些 室 蔓 ⊇ 印

(享≡至i)
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(3) 2-A街区 (民有地-共同化義務街区)

( 施設内容及びボリュームイメ-ジ

施 設 内 容 施設ボリューム (rrt)

●ジ ェ ネ ラ ル マ ー ケ ッ ト フルライン規模の百貨店 約 45,000

●ジェネラルスポーツ& 総合スポーツクラブ 約 27,000

アミューズメン ト ミニシアターカルチャースクールチケットセンター等

●駐 車 場 自走式地下患車 約700台 約 18,000(25m-/台)

■ 平面構成イメージ図

■ 計画諸元

敷 地 面 積 1.5ha

法定建ぺい率 80%

法 定 容 額 率 600%

建 築 面 積 1.Oha

建 ぺ い 率 67%

延 床 面 積 7.2ha

*延床面横は､基準法延床面横を示す.

■ 立体構成イメージ図

カルチャー ･アミューズメント施設 スポーツ施設
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■外観イメージ
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｢

亡参 考 立 地 方包設 の 基 本 白勺展 開 =コン セ フート コ

1.タウンセンターの開発基本イメージ

新たな都市ライフスタイルのプロトタイプ (原型)創出

<港北生活文化,そして21世紀型都市生精のモデルケースへ>

L.__･..___._-_._._._,_._…一.一.一..一..一..一._.._.._.__ー1._._.._.一._.._..一._.｣

●ニュータウン開発コンセプト

ラ イ ー プ 'リ ッ ド - シ テ ィ 高 度 再虫合 都 市/､､1-､､＼ ､ー＼
Live Llfe Hy-brid City

生き生lきした 人生が 交差,I融合する 都F市

-様々な機能や要素が混成 ･融合化する中で､生きたシステムとしての都市が生

まれる

ex.)空間がライブリッドする,自然と人がライブリッドする,ライフスタイ

ルや心がライリッドする 等

●タウンセンターのポジション

･ライ ･ブリッド･シティの中核がタウンセンター
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2,開発コセプトを生かす 7つの指針

①開発の手法として

･人をベースに､どのような行動や場面があり得るかを大月旦に予測し､そのシーンか

ら都市の機能や施設を考えるアプローチ

②時代的なポジショニング

･21世紀の都市社会のプロトタイプとなる ｢第4山の手｣の人生スイルを提案 ･普及

するような構想を持ち､そのありうべきシーンを街としてのタウンセンターに込め､

その実体化を生清音 (利用者)に委ねる

③開発のアングルとして

･ "人と地球にとっての街"を念頭に､自然の豊かさを先進的,意思的な都市開発の

技術とノウハウで褒付け､新しい自然を創出する｡必ずしも機能を明確に定めず､

使う人の中で自然に決定される奥深さを持つ

①都市のイメージとして

･自然の光と音が溢れ､そこに人々の日常営為の中から繰 り返されるダイナミックな

息吹が加わることにより､新たな都市の光と音を発信し､風によって伝える

また､さまざまな人の都市への思いが,混沌の中から秩序を生む

⑤実際の機能として

･分散しあい集中する､特化 しながら融合化する､無秩序化しながら調和する...

といった二律共生の都市施設,都市機能が全体と個のフィードバック ･ループによ

り､生きている都市秩序を作 り出す

⑥都市の構造として

･2つの地区に厳然と分かれながら､強いつながりを持つ､緊張があり安らぎがある､

坂があって空がある､建物があって乗り物があるなど異質なものが奏でる動的調和

が都市の基本要素としてビル トインされている

(9都市の形態として

･明確な開発思想としての;-&意性がありながら､さまざまな人が関わり合うオープン

システムとしてある (非平衡開放系)



3.タウンセンターの開発コンセプ ト

●港北ニュータウンの性格

●タウンセンターの横能

●ライブリッドのイメージ

①ライブリッドとは

･さまざまな要素,さまざまな動きが油性化する中で融合 ･発展 していく､生きた

秩序としてのダイナミック ･システム

②ライブリッドの要素

･自然が生きる一一一光､音､風 一一 太陽､緑､水
†
1

･人 が 生 き る一一一さまざまな人間,さまざまな人生,
† さまざまなスタイル
1

･都市が生きる一一一もの,こと,情報,時間,環境,空間 i

響き合う中で暮
らしが生まれる

③ライブリッドの展開

･ステップ1----自然のモチーフの抽出-光/育/風を軸に

･ステップ2----イメージを表出する空間デザイン

･ステップ3----イメージを伝達するネーミング,キャッチフレーズ

且

･ステップ4----人々が関わり合う中での "港北生活文化"の現出
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●開発コンセプトのイメージ化

イメージの拡大

自然の光

●太陽のきらめき

●人の輝き ●キラキラした彊

●スパークする都市

●地球的規模をネットワークする光

●光と影-･･･etc

時代の響き

●自然の声

●人びとの歌

●さまざまな情報

●青葉都市

●ま右のリズムや息吹き

-･･etc

光る都市 ☆ 光･音･風が響き合う街
～光軸と青軸が交きし､風がつなぎ合う.

人と人 人と街が響き合い､新しい都市の輝き力竺 まれるC～



4.タウンセンターを構成する施設やシステム

思いやイメージを具現化 していくために, 目に見えるカタチ,各人に利用価値のある

システムの開発が必要となる｡これらのさまざまな施設やシステムが分散,偏在せず､

相互に補完 ･連動 し融合 している...都市心地や使い勝手がよく､人に優 しいタウン

センターであるために以下のような嶺能をイメージする｡

Ilタウンセンターを構成する都市機能コンプレックスメニュー

巨 ンフレックスメニューI 内容.イメージ

∩)映像ビジネス.コンプレックス l退影スタジオ､CGtzン夕-､映像技術インストラクション､ニューメ

i壬ビン′ネ デイアシアター(光と書の劇場)､開運ビジネスオフィス等のコンプレ

ツクス

(a)ベンチャービジネス. オフィス､共同利用サ-ビス施設(二ユ-メディアサ-ビス､人的サ

ス系コンプレ コンプレックス -ビス)､その他産業支援機能等のコンプレックス(3)ビジネスデザイン. I業デザインセンター､先端ビジネスショール-ム､交流センター､

ツクス コンプレックス データベース､EZ]書館､電子図年絹､オフィス等のコンプレックス

kl)先端ビジネス. インテIJジ工ントピルコンプレックス(港北ビジネスバーク)､L'ジデ

コンプレックス ンシャルホテル､都市型ホテル､レジテンシャルオフィス

慕 (5)アグリカルチャー. 実額栽信ハウス､クラインガルテン情穏tzン夕-､研究開発機関交読 流センター､オフィス､ビル内外ガーデンルーム､草花ショールーム､

環境 コンプレックス 研修施設､会議葛､直営所､直営レストラン､交流サロン､有機農業

莱コン 販売所等のコンプレックス

(6措β市環境. アーバンデザインセンタ-､都市管理.運営センター､広場イベンフレ 卜センター､不動産情報tzン夕-､緑化指導.管理センター､エコ研
ツ コンプレックス 究センタ-､都市循環システム研究tzン夕-､建築相談センター等
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コンプレックスメニュー 内容.イメージ

】文1.L, (7)ホテル. 都市型ホテル､会議室.イベントホ-ル､貰ホール､研修題設､高級

コンプL/ツクス レストラン､スJボーッ議設等のコンプレックス

(8)ホビー. 一ホピ-.マ-ト､ホピ-インストラクション擬能､ホピ-競技場(ギネ

コンプL/ツクス スセンター)､ホビー情報センター等のコンプレックス

(9)スポーツ.コンプレックス スポーツ施設(屋内中心)､スポ-ツ用品マート､インストラクシヨ
ン､会議室､研修福設､リハビリセンター､スポーツ情義センター等
のコンプレックス

OO)シニア. 老人のための住宅､ライフケアサービス､レジ.p-施設､リハビリ施設､

コンプレックス ライフケア情報センタ-､ケ-夕リンクサ-ビス等のコンプレックス

(ll)コミュニティ情報 コミュニティ.サービスのセンター､文化センター､CAT>等のセ
ンクー 行政サ-ビスTCインフォメーションtzンクー 情戴遊園

隻活莱 コンプL/ツクス 也(ニューメディア意用)､データベース等のコンプレックス(ー2)シアター. 劇場､ディスコ､クルメ街､イベント情報tzン夕-､コンサ-トホ-

コンプレ コンプレックス ル､ストリートバフオ-マンス､ミユ-ジアム等のコンプL/ツクス(13)ショッピング. 専門店､GMS､差別化商店街､百貨店､飲食店､商品情頚センタ

ツクス コンプレックス -､ワールドインポートマート等のコンプレックス

(14)ラ-二ンク.コンプレックス 専門学校(先端技術､外因語､'日本語､生活文化､予備校)､CAlセ
ンタ-､図書館､教育情報tzンクー､大規模書店､博物鍔､美術gE､

データベース等のコンプレックス

(ー5)ライフデザイン.コンプレックス ファッションデザインセンタ-､力-情等tzンタ-､シ∃-)L'-ム､生云文化
研究所､ホビーマ-卜､クラフトデザインセンター､女性フォーラム男性フォ

-ラム､インテリアデザインセンター､各種ミュージアム等のコンプレックス

(16)食デザイン.コンプレックス 中華街､地中海レストラン街､日本食街--..etc､食品発､無農薬レ
ストラン､陶藍器デザインセンター､食工芸デザインtzン夕-､飲屋

街､産直センタ-等のコンプレックス

(17眉賢コミュニケ-シ∃). コンベンション'1{-ル､ホテル､内外生,%情実センタ-､インターナ





6.第 1期開発基本計画



6 - 1 第 1 期 開 発 の 基 本 自勺考 え プチ

1.第 1期開発 (まちびらき)の基本的考え方

○空間構成上

･駅前歩行者広場-シンボル広場を中心に開発する

+11タウンセンターの基幹軸となる歩行者専用道蕗の結節点

･基幹軸は初期開発でつくり上げる

2地下鉄改札口を出た来街着の最初に出会う風景-タウンセンターの`̀顔"

･タウンセンターのイメージ (印象)がつくられる

3シンボルロードの基点になる

4面的な拡がりのある開発の中心 (へそ)をつくる

○格能展開上

･多機能複合化を実践 (具現化)する

･商業携能は大胆に,話題性をもった展開を行う

･集客力 (来街着)を極力高める機能の導入を図る

○施設建設上

･街並み景観形成の第 1歩として､タウンセンターのあり得べき姿をみせる

+-1街並デザイン,景鶴づくりを主体的に実践する

2基本コンセプトを民地へ波及 ･増殖させる

3〝光"と…音"のモチーフを盛 り込む

2.まちびらきエリア

〇第 1期をどのエリアで開発整備 していくかは､次頁の 1-ll-Ⅲの段階性で捉えられ

る

*供給処理施設等の整備手順.造成等の工事手雌などによって公共施設養備全体の進捗が決まるが､ここでは､

これらの菱痛手順にかかる時間軸の横念は入っていない

･少なくとも"まちびらき"の時点では [日 段階は計画的に建設されている

･ [7日 は 〔日 と同時か､ [1]以降順次建設が進められるエリア

･ [Ⅲ]は初期開発で設定し得る最大のエリア
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3.まちびらきの時期

○平成 5年度後半

･地下鉄 3号緑開業時期と概ね同時期にする

*商業等の施設展開戦略上､J'まちびらき"と地下鉄開業が同時であれば最も効

果的である

･基盤施設の整備手順,建築物の建設手順等から､あまり早期の "まちびらき"は

困難である

4.まちびらき時点の施設展開

○図参照







6 - 2 第 1期 開 発 計 画

1.第 1耕開発の施設整備方針

タウンセンターの開発理念

1.多機能複合に基づく広域拠点の形成

横浜市北部の商業核となるだけでなく,首都圏域まで視野に治めた広域対象の拠点地区の形成を目指す

とともに､商業を中心とした単一機能主体型のセンターではなく､多様な機能,様々な空間 ･形体が複

合する多機能複合型のセンターを目指す｡

2.生括 ･文化の情報発信拠点の形成

生緒に鵡差 した人間味豊かなセンターづくりを目指すとともに､知的 ･文化的消費を支える生汚文化拠

点として､情報発信性の高い洗練されたセンターを目指す｡

3,高度の都心性と自然性を備えたセンターの形成

ハ- ド.ソフト両面でバランスのとれた､全体に整備水準の高い都心的魅力のあるセンターを目指すと

ともに､都市的アメニティと自然的アメニティの両方を兼ね備えた.ゆったりとして自然が息づく快適

なセンターを目指す｡

4.個性豊かで自己主張を持つセンターの形成

高水準な都市サービス,計画的施設立地を通じて空間 ･横鰭等を含めた トータルな面で個性豊かなセン

ターを目指すとともに､広域的な来街着を吸引するような自己主張を持つセンターを目指す｡

地域対応型の施設を含めて､多様な来街着の様々な要求に対応するために､商業系施設を中心にしつつも業務系,文化 ･

芸術系,スポーツ .レクリエーション系などの施設を額極的に立地させ､複合的センターを形成する｡

常に括性化 しているセンターとするために､高度な情報性を備えた施設や先進的施設をできるだけ立地させるとともに､

イベン ト空間を創出することによって､話題性豊かなセンターを形成する｡

世界に港口を開いた様々な施設の立地を図るとともに､国際情報の受発信基地となる施設やコンベンション,国際交流の

場を提供するすることによって,ニュータウンの持つ国際性を体現するセンターを形成する｡

ニュータウンの要となるセンターとして､利便性 .機能性を高める施設立地を囲ることは当然であるが.都心としての付

加価値を高めるために､24時間活動するセンターを形成する｡

来街着に "ゆとり"と "うるおい''を与え､ レクリェ-シヨナルな機能も併せ持った自然の要素を導入し､高度な都心性

と調和 した自然が息づくセンターを形成する｡

タウンセンターのアイデンティティを追及 し､優れた空間形成を図るために.センター全体の景観計画やデザインコント

ロ-ルを行い､ニュ-タウンを超える広域圏にアピールするシンボリックなセンターを形成する.
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●第 1斯開発の目標

人 の 集 ま る 子方 づ < lつ

- んこ き ~わ t･ヽ と:話 題 性 を つ く る -

多機能複合都市の創出

先進性のある施設展開

国際性のある施設展開

24時間対応のまち

自然と調和 したまち

シンボル性の追及

○タウンセンターの第 1期開発の最大の目標は "人を集めること"

である｡

人を集めることによって､商業 ･業務系を中心とした施設展開

を汚性化させ､単に轟要対応ではない､様々な施設建設戦略が

可能となる｡

また､タウンセンターの "まちびらき"は､港北ニュータウン

を内外に知らしめる最大の時期であり､ここでの "まちづくり

戦略"が今後のニュータウンづくりに大きな影響を与えること

は確実と考える｡従って､ニュータウン居住者にとって利便性

の高いセンターとしてはもちろん.広く話題性のあるセンター

づくりが求められる｡

l I I 叫

●街づくり方策

1 アイデンティティの形成 一一一(D存在価値の証明

(参アピール性の付与

③居住者意識の高揚 (地域の括性化)

店)港北独自の文化性の創出

2 コミュニティの形成 一一一(》地域コミュニティの形成

･居住者一施設経営者

･個人 ･家庭 ･世代間

②地域間,都市間のコミュニティ形成

③地域に根付いた企業立也

･企業の開放-集客性のある施設誘導

地域住民の施設利用

3 プロモーション機能の形成 一一一(D情報の受 ･発信機能の充実

･各種情報センターの設置

(診コンサルティング機能の殻澄

･施設経営,店舗展開

･まちづくり,家づくり

4サポート機能の形成 一一一(Dタウンライフサポート

･潤いのある生括形成に向けて

･様々なライフスタイルの啓蒙と支援

(診ビジネス精勤の支援

･交流施設,コンベンション施設等の充実
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(参第 1期施設成立規模 (延床面横)

第 1地区 第 2地区 合 計

商莱系 卸 売 業 4,400 4,400 8,800

小 売 業 23,500 23,500 47,000

飲 食 業 9,300 9,300 18,600

計 37,200 37,200 74,400

莱務系 一 般 業 務 12,400 12.400 24,800

サ ー ビ ス 業 12,000 12,100 24,100

計 24,400 24,500 48,900

文化 .スポーツ等 1,400 1,800 3,200

住 宅 19.500 40,300 59,800

2.施設規模のゾーン別膏己分

【第 1地区】

街区面積(ha) 第 1期ゾーン別床面頓首己分(ha)商業系 業務系 居住系 合 計

核施的設複ゾ合 lン A共同化義務街区 1.8B計画 建 設 街 区 1.9

計 3.7 2.4 1.3 3.7

大 規 模 商 業 ゾ - ン 2.3 0.6 0.6

中小規模商業 ゾー ン 3.3 0.7 0.6 1.3

業 務 系 ゾ ー ン 1.4 1.1 1.1

商業 .住 宅系 ゾー ン 1.9 1.3 1.3

合 計 12.6 3.7 2.4 1.9 8.0

街区面積(ba) 第 1期ゾ-ン別床面頼百己分(ha)商業系 業務系 居住系 合 計

核施的設複ゾ合 lン ノ＼共同化義務街区 1.5EI計画 建 設街 区 1.3

計 2.8 2.3 1.3 3.6

大 規 模 商 業 ゾ ー ン 2.8 0.8 0.8

中小 規模商業 ゾー ン 3.4 0.7 0.6 1.3

業 務 系 ソ ー ン I.8 1.4 1.4

商業 .住 宅系 ゾー ン 5.1 3.4 3.4
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④ニュータウンにおけるビジネス展開の"へそ"をつくる

･都市が産業をつくり､産業が都市をつくる

･ニュータウン内に立地する誘致施設 (業務,研究開発施設等)が単発的に立

地している形よりも､機能の集積 ･集約化により様々な付加価値を生み出す

ことができる

*床対応の施設展開が可能となる-各種の支援機能の展開

情報の受発信基地としての役割を担うことができる-立地施設のセンター

機能

コンベンション等､立地施設の共用機能や付帯機能を付置することがで

きる

5.計画建設用地の施設

〇第 1地区

･鳥尺前広場に面し､駅舎に按する街区-約0.Aha

･低層部分 (駅動線の範囲)-商業 ･飲食 ･生括サービス業務等

上層部分-一般業務施設

地下部分-駐車場一一できれば公共駐車場と一体の整備ができれば良い

･駅舎と一体となった動線処理一一歩行者動線の平面的,立体的処理をこの衝区内

で行う

･駅前広場と一体となった公共空間,駐車場の整備

〇第 2地区

･シンボル広場に面 し､ビジネスコアにつながる街区-約0.5ba

･低層部分 (シンボル広場 レベル)-サービス業務施設 (銀行等),商業施設

低層一上層部-商業施設 (ファッション系物販),飲食施設

地下部分-駐車場等

(6)公益的施設

○歴史博物館

･第 1地区南端の街区-約0.7ha

O総合病院

･第 2地区西端の2街区

○市民文化ホ-ル

･第 1地区南西端の街区

○横浜市一文化施設用地-約0.3ha

･第 1地区シンボル広場北側の街区

○市民体育館

･第 2地区北端の街区
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7 - 1 街 づ く り の 蔑昏導 ･調 整 体 系

規 制 . 誘 導 の 内 容亜美とされたもの 建築面頚の最低限度 用途制限 商業床調整 共同化義務街区 美化推進

建築高さの最高 .最低限度 ･建築基準法関連 大店法に関する事々前調整 その他共同化推進策 共通イベント

壁面線の指定 ･風営法 計画的建設施設のあり方 街並づくり

意匠,色彩等の制限 ･興業場法,旅館業法等 ･核的複合施設,公益的施設 ex)彫射設置等

仮設建築物のあり方 ゾーニングとの対応 ･公益的施設･その他計画建設用地内施設 駐車場の共同設置

まちづくリ辛法 地区計画で可能な対象 く:> ○

建築協定等で可能な対象 く::) く=〉

特定街区等で可能な対象 く:) く:)

その他 自主協定部分(案) 詳 細 規 定 詳 細 規 定 商業自主蘭整 各ブロック開発頼約 実戦協議会商店会活動
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7 - :2 言秀 導 ･ 調 整 プチ:鞘萱

lまちづく｡- I

･地区計画等の具体的手法の前掛 こ､独自のまちづくり提案制度を rまちづくり意章｣

として設ける｡

ex.)｢街づくり条例｣ (神戸市,世田谷区)

｢新本牧地区まちづくり指針｣ (横浜市)

･開発に当たっての理念,実現目標の大筋の考え方を表すなど,コンセプトレベルの

もの (精神規定的なもの)がイメージされる.

*マスタープランの開発にかかる基本理念として､関係者 (機関)の共通認識に

適 したものであることが必要である｡

･ ｢憲章｣の主な内容

･センター地区における "まちづくり"の基本的方向,目標

･ "まちづくり"の基本方策

･開発体制の明確化

･地権者を主体とした関係者による協議会等の全体組織での取 り決めによって効力を

もつ｡ (-任意の協定として位置付けられる)

｢盲重 く｡イメージ 【

誘導 ･調整によってコントロールするタウンセンターの姿をわかり易く表現するもの

*まちづくり寮章によって方向付けられたまちづくりのイメージ化

○ゾーニング

･タウンセンター全体の施設展開と機能酉己置

○景観イメージ

･広場及びその周辺

･シンボルロード沿道

･主な動線の結節点

○タウンセンター地区の全体像

一 一 一> :ゾーニング囲

一一一> ≧イメージスケッチ

*ス トリー トイメージ

広場イメージ

･上記景観イメージに大規模施設建設イメ一 一一一> =核的複合施設イメージ

ジや公共施設 (鳥尺広,幹線道路等)の整備 スケッチ

イメージを加えた､タウンセンターの全体

イメージを表す

ー＼く=:/

=全体イメージパース

≡全体模型
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Eiちづく｡手法 l

l.地区計画制度の括用

･センター地区のまちづくりを誘導 ･調整する手法の中でも､特に法的な裏付けが

必要とされる事柄については､建築基準法及び都市計画法で走られた ｢地区計画｣

制度を括用することが有効であるO

･適用に際しては､センター地区全体に ｢地区計画方針｣を設定し､その中で計画

的誘導 ･規制が必要な地区に r地区整備計画｣を設定することが考えられる｡

(タウンセンタ-地区全体を地区計画区域とする)

･さらに､ r地区整備計画｣エリアの中の全部あるいは一部に､さらに ｢条例｣に

よる制限を加える｡

*｢条例｣は建築物に関するものに限られる｡

2.条例等による補完

･地区計画､特に r地区軽備計画｣でカバーし切れない部分 (項目)やエリアにつ

いて､自治体による条例等を制定 して､法的な担保力を補完する.

･法的には､建築基準法 (69粂)による ｢建築協定｣を用いることが有効と考えら

れるが､都市緑地保全法による ｢緑化協定｣や既存事例にみられる ｢景観条例｣

的なものでも相当カバーし得る｡

ex.)神戸市一都市景観条例

盛岡市一都市景観形成ガイ ドラインによるまちづくり

3.自主的な協定

･規制 ･誘導の強制力が比較的弱 くても良い対象エリアで設定する｡

･協定の内容は,他の方策と重複する部分も多いが､より具体的で詳細な取 り決め

となることが考えられる｡

･また,法的規制方策は物的条件 (建築物を対象としたものが多い)に対して効力

を発揮することが多いのに対 して､自主的な協定では､よりソフトな事柄に対し

ても有効な措置となる｡

ex.)みなとみらい21地区一一まちづくり基本協定
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4.高度利用方策

･規制的誘導ではなく,土地の高度利用を図るための綾和措置を括用して施設建設

誘導するもので､比較的大規模な街区や共同化促進を図る宅地に適用することが

考えられる｡

･具体的には､ ｢特定街区制度｣ ｢総合設計制度 (市街地環境設計制度)｣が挙げ

られるD

捕.公共施設整備指針

･センター地区の景観コントロールや施設展開の方向性を指し示す意味でも､公共

施設の整備内容は重要である｡

･ここでは､前記の rまちづくり手法｣と整合した ｢公共施設整備指針Jを策定す

ることで計画的誘導の一助とすることが考えられる｡

ex.)世田谷区一景観設計指針 (自治体の公共施設整備による景観形成)

コミュニティ道路一歩草共存型の歩行者優先道路として整備する

(交通安全施設等整備事業に関する緊急措置法)

･特に,まちづくりに有効に寄与する重点整備対象として､次のような公共施設が

挙げられる｡

*都市緑地を中心とした.駅前の ｢歩行者広場空間 (シンボル空間)｣

センター地区の顔となる都市軸として位置付けられる ｢シンボルロー ド｣

主要な臭い回り軸となる ｢ショッピングストリー トJ

その他の公共施設 (馬尺前広場,橋梁,幹線道路の歩道部分等)



建 築 形 態 言秀 導 建 築 用 遮 音秀 導

地 区 計 画 建築物の敷地面積の最低限度 建築物の用途の制限

建築物等の高さの最高限度又は最低限度 ･建築してはならない建築物の指定

壁面の位置の制限 *r建築基準法J r風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法津｣

建築物等の意匠の制限(容硬率の最高限度又は最低限度)(建蔽率の最高限度) ｢興業場法｣ ｢旅館業法｣等で制限される用途との関連で指定

建 築 協 定 等 ①建築物の意匠又は形態に関して､特に詳細な取 り決めが必要とされるもの･屋根の形憶,負 .広場 (公開的空地)の舗装･外壁の色 .広場内施設･広告物,アンテナ等の形態 .巌畢場の設置･建物の外部憎段 .シャッター等の形態･電線,電話線の地中化 .ゴミ置場の指定･建築物による景観形成のための項目一一スカイラインの設定等(診建築物の相隣関係に関するもの･住宅が想定される街区の日照確保･緑化に関する事項 (植え込み,花壇等)③交通処理に関する項目･サービス用車両の出入口位置の指定等

自 主 自勺 協 男≡ (D建築物あるいは建築敷地の共同化 (D駐車場の共同設麿

･地権者同士の個別的な ｢建築物あるいは建築敷地の共同化 "契約"｣ ･特に.施設経営革が負担すべき巌車場の集合化を促進する

(診景競協定 ②街区の業種構成に関する協定

･主として建築物の外親,敷地内の外部環境について､脹定した地区内 ･施設用途を詳細に特定し,計画的にコントロールすることは困難である
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･戸｢
1.地権者総会

･現在の地権者総会と同様の組織で,タウンセンター内の地権者全ての意志を反映し

た､まちづくりの最高決定機関となる｡

2.まちづくり協議会

･現在の地権者代表者会議と同様の組織で,土地所有者,行政機関,事業主体 (公団)

等の関係者が参画する統括的協議機関として位置付けるO

*まちづくりにかかる基本的事柄を協議 し､決定する場として機能する｡

･将来的には､いくつかの下部組織を設けることが考えられるo

*地区レベルの協議会 (商店会等),住区住民会議等

3.全体謝整組織

･まちづくり協議会の諮問機関として位置付け.センター地区の計画的形成の実質的

検討と提案を行う｡

*地権者代表,関係機関,及び必要分野の専門家､学識経験者等で組織し､まち

づくりの詳細な計画を策定し､まちづくり協議会に諮る機関とする.

4.まちづくりセンター

･ ｢まちづくり協議会｣や ｢全体調整組織｣を補完し､センター地区の内外に向けた

窓口となる｡

*まちづくりの相談体制 (コンサルティング)の確立が必要であり､その中心的

役割を担う.

･地権者,施設経営者の個別相談

･民精や進出企業等の森口的役割等

ex.)触奈良まちづくりセンター

㈱荒川すまいづくりセンター

世田谷区 ｢街づくり専門家派遣要綱｣
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1組織体制の関係一概念図-

･センター地区全体の維持管理を担う組織としても機能することが考えられる｡

･ ｢まちづくりセンター｣として新たに組織化することも充分考えられるが､第 3セ

クターである㈱港北都市開発センターがその役割を担うことも考えられる｡

5.第3セクター

･街が熟成していく過程に応 じて､さらに様々な第3セクターの設置が考えられる｡

*共同ビル等の管理/集合駐車場の建設と経営 等
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